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地域活動にご協力ください
たはらトピックス

たはらフォトニュース
市民のひろば

地域の話題・市民活動だより
スクールリポート
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田
原
市
で
は
、住
民
相
互
の
助
け
合
い
や
協
力
に
よ
る
地
域
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
中
心
の
ま
ち
づ
く
り
を
推

進
し
て
お
り
、各
地
域
で
自
主
的
な
取
り
組
み
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
団
体
と
は「
自
治
会（
町
内
会
、区
な
ど
を
含
む
）」「
自
治
会
連
合
組
織（
小
学
校
区

域
内
の
特
定
の
自
治
会
の
連
合
組
織
）」「
校
区（
小
学
校
単
位
の
自
治
会
の
連
合
組
織
）」と
、区
域
内
の

全
て
の
自
治
会
と
各
種
団
体・行
政
委
員
な
ど
で
構
成
す
る「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会
」で
、そ
れ
ら
の
連

絡・調
整・連
携
協
力
を
行
う
た
め
に「
田
原
市
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
連
合
会
」が
組
織
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、本
市
で
は
、コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の
拠
点
と
な
る
市
民
館
整
備
や
補
助
金
交
付
な
ど
の
支
援
を

行
う
と
と
も
に
、市
民
生
活
に
関
わ
る
さ
ま
ざ
ま
な
業
務
を
依
頼
し
て
い
ま
す
。

◎
自
治
会
の
主
な
活
動

「
広
報
や
回
覧
の
配
布
」「
除
草
や
清
掃
な
ど
環
境
整
備
」「
自
主
防
災
活
動
」「
交
通
安
全
」「
防

犯
活
動
」「
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
管
理
」「
住
民
相
互
の
親
睦
活
動
」「
意
見
集
約
や
要
望
の
取

り
ま
と
め
」な
ど

　
誰
も
が
暮
ら
し
や
す
い
ま
ち
を
実
現
す
る
た
め
、地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
団
体
の
活
動
に
ご
協
力
く
だ

さ
い
。※
名
簿
は
敬
称
略　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

　

     

▼
総
務
課
☎
23‐３
５
０
４

◆
童
浦
校
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会

会
長	

	
	

中
神
光
正

吉
胡
区
自
治
会	

	

菰
田　
清

木
綿
台
区
自
治
会	

	

藤
目
光
良

吉
胡
台
区
自
治
会	

	

芳
賀
聖
広

浦
区
自
治
会	

	

眞
木
泰
弘

西
浦
区	

	
	

朝
倉
義
夫

波
瀬
区	

	
	

石
部
初
夫

姫
見
台
自
治
会	

	

柴
田
源
治

片
浜
自
治
会	

	

山
田
誠
範

白
谷
区	

	
	

平
松
利
巳

光
崎
区	

	
	

榊　
幸
雄

片
西
自
治
会	

	

吉
村
卓
也

◆
田
原
中
部
校
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会

会
長	

	
	

別
所
克
巳

巴
江
町
内
会	

	

河
邉
曉
雄

一
番
東	

	
	

鈴
木
敏
之

一
番
西	

	
	

金
田　
崇

三
番
組	

	
	

藤
城
泰
博

四
番
組
東	

	

河
井　
登

四
番
組
西	

	

立
花
伸
夫

四
番
組
南	

	

鳥
居　
督

蔵
王
東
ヶ
丘
自
治
会	

金
沢
孝
幸

蔵
王
南
ヶ
丘	

	

鈴
木
吉
春

萱
町
町
内
会	

	

鈴
木
正
彦

萱
町
一
区	

	

加
藤
和
正

萱
町
二
区	

	

高
橋
和
成

萱
町
三
区	

	

鈴
木
正
彦

本
町
自
治
会	

	

加
藤　
均

新
町
町
内
会	

	

杉
浦　
拡

　
◆
衣
笠
校
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会

会
長	

	
	

萩
原
秀
喜

加
治
区
自
治
会	

	

小
久
保
誠
人

衣
笠
町
内
会	

	

伊
藤
充
良

八
軒
家
町
内
会	

	

平
野
晴
康

藤
七
原
町
内
会	

	

藤
城
逸
郎

鎌
田
町
内
会	

	

樋
口
雄
士

東
滝
頭
地
区	

	

加
藤
公
樹

赤
石
自
治
会	

	

奥
村
眞
平

地
域
活
動
に

ご
協
力
く
だ
さ
い

◦会長
中神光正
（童浦）

◦副会長
中尾利之
（中山）

◦副会長兼会計
玉越宏利
（若戸）

田原市
地域コミュニティ連合会

連 合 会 長
コミュニティ
協 議 会 長
自 治 会 長

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

地
域
の
助
け
合
い

＝

◆
六
連
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会

会
長	

	
	

安
田
一
正

長
上
区	

	
	

冨
永
陽
一
郎

久
美
原
区	
	

大
河
幹
和

浜
田
区	

	
	

佐
藤
節
男

百
々
区	
	

	

磯
田　
豊

新
浜
自
治
会	

	

近
藤
和
幸

◆
神
戸
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会

会
長	

	
	

浅
野
正
三

川
岸
町
内
会	

	

鈴
木
信
好

漆
田
一
区	

	

伊
藤
雅
人

漆
田
二
区
自
治
会	

	

倉
知
信
光

漆
田
三
区
自
治
会	

	

小
嶋
克
典

東
赤
石
自
治
会	

	

大
場
孝
浩

サ
ン
コ
ー
ト
自
治
会	

鈴
木
貞
行

市
場
区	

	
	

福
井
久
善

青
津
区	

	
	

河
合
茂
樹

希
望
が
丘
自
治
会	

	

鋤
柄
史
明

赤
松
区	

	
	

楠　
豊
一
朗

志
田
区	

	
	

仲
谷
吉
弘

新
美
区	

	
	

伊
藤
智
也

南
町
区	

	
	

大
谷
圭
一

谷
ノ
口
区	

	

福
井　
学

東
ヶ
谷
区	

	

鈴
木
路
人

◆
大
草
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会

会
長	

	
	

寺
田
幸
弘

大
草
地
区	

	

藤
原
喜
郎

大
草
団
地
地
区	

	

野
嶋
和
幸

◆
田
原
東
部
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会

会
長	

	
	

村
上　
誠

相
川
自
治
会	

	

西
口
憲
夫

谷
熊
自
治
会	

	

佐
久
間
章
吉

や
ぐ
ま
台
自
治
会	

	

山
下
睦
朗

豊
島
自
治
会	

	

岡
田
惣
二

御
殿
山
自
治
会	

	

松
下
克
則

◆
田
原
南
部
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会

会
長	

	
	

冨
田
雅
則

大
久
保
区
自
治
会	

	

林　
唯
男
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地域の安心・安全を守る
消防団の役員さんをご紹介します

◦団長
大河 寿文

◦副団長
中神 通文

◦副団長
渡會 晃敏

◦副団長
盛田 哲成

◦東部分団 分団長 鈴木裕太
副分団長 河合康宏

◦神戸分団 分団長 河合孝暢
副分団長 冨田尚也

◦南部分団 分団長 榎本翔太
副分団長 河合恭弘

◦野田分団 分団長 山口弘之輔
副分団長 小久保　翔

◦中部分団 分団長 山本隆輔
副分団長 福井星児

◦童浦分団 分団長 牧野真也
副分団長 板倉友樹

◦赤羽根分団
分団長 渡辺　瞬
副分団長 中神正業
副分団長 宮本真央

◦泉分団 分団長 山田達彦
副分団長 太田憲吾

◦福江分団

分団長 渡会祐基
副分団長 荒木　謙
副分団長 川口裕之
副分団長 青木拓巳

◦伊良湖岬分団
分団長 小久保　傑
副分団長 河合翔太
副分団長 齋藤昌俊

【市民の皆さんへ】消防団は、火災の消火活動だけでなく、地震や風水害など自然災害の発生時にも、地域で救助・
救援活動にあたります。消防団の活動に、ご理解とご協力をお願いします。 ▼消防課☎ 23-4073

◆
野
田
校
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会

会
長	

	
	

河
合
凞
人

芦
自
治
会	

	

河
合
幹
雄

南	
	

	

鈴
木
桂
司

彦
田	

	
	

岡
本
克
浩

雲
明	

	
	

岡
田
信
吉

保
井	

	
	

渡
邉
朝
雄

東
馬
草	

	
	

渥
美
昌
彦

山
ノ
神	

	
	

藤
江
勇
夫

西
馬
草	

	
	

夏
目
政
己

今
方	

	
	

本
多
菊
弘

北
海
道	

	
	

河
合
孝
幸

市
場	

	
	

河
合
伸
吾

仁
崎	

	
	

加
藤
直
弘

ほ
る
と
台	

	

河
辺
勝
幸

◆
高
松
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会

会
長	

	
	

藤
城
孝
行

高
松
区	

	
	

藤
城
孝
行

◆
赤
羽
根
校
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会

会
長	

	
	

中
村
文
紀

赤
東
区	

	
	

中
村
孝
司

赤
中
区	

	
	

横
田　
威

赤
西
区	

	
	

鳥
居
弘
一

◆
若
戸
校
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会

会
長	

	
	

玉
越
宏
利

池
尻
区	

	
	

木
田
英
樹

若
見
区	

	
	

小
林
邦
好

越
戸
区	

	
	

伊
藤
正
明

◆
和
地
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会

会
長	

	
	

小
久
保
正
吾

和
地
自
治
会	
	

河
合
康
盛

土
田
自
治
会	
	

河
合
秀
一

◆
堀
切
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会

会
長	
	

	

木
邨
龍
雄

堀
切
自
治
会	

	

髙
瀬
政
彦

小
塩
津
自
治
会	

	

渡
會
正
人

◆
伊
良
湖
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会

会
長	

	
	

齋
藤
末
広

伊
良
湖
自
治
会	

	

粕
谷
一
男

日
出
自
治
会	

	

小
久
保
正
則

◆
亀
山
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会

会
長	

	
	

真
野
多
正

亀
山
自
治
会	

	

田
中
喜
昭

西
山
自
治
会	

	

黒
田
剛
司

◆
中
山
校
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会

会
長	

	
	

中
尾
利
之

中
山
自
治
会	

	

水
野
法
且

小
中
山
自
治
会	

	

三
ッ
村
辰
生

◆
福
江
校
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会

会
長	

	
	

山
本
五
夫

長
沢
自
治
会	
	

山
本
真
至

福
江
自
治
会	
	

山
本　
隆

保
美
自
治
会	

	

天
野
和
治

向
山
自
治
会	

	

片
山
知
生

◆
清
田
校
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会

会
長	

	
	

福
田
佳
子

山
田
自
治
会	

	
田
中
雅
樹

高
木
自
治
会	

	
鈴
木
憲
一

折
立
自
治
会	

	
鈴
木
昌
則

古
田
自
治
会	

	

大
谷
信
也

◆
泉
校
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会

会
長	

	
	

山
内
敏
久

宇
津
江
自
治
会	

	

榊
原
真
吉

江
比
間
自
治
会	

	

石
川　
易

八
王
子
自
治
会	

	

渡
辺
俊
行

村
松
自
治
会	

	

大
澤
孝
芳

馬
伏
自
治
会	

	

山
田　
稔

伊
川
津
自
治
会	

	

花
井　
弘

石
神
自
治
会	

	

伊
藤
純
夫

夕
陽
が
浜
自
治
会	

	

恩
田
博
司

（敬称略）

地域活動に、ご協力ください。
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２
月
か
ら
家
庭
系
ご
み
有
料
化
が

ス
タ
ー
ト
し
、ご
み
の
出
し
方

が
変
わ
り
ま
し
た
。今
回
は
、皆
さ
ん
か

ら
問
い
合
わ
せ
が
多
い「
資
源
ご
み
類・

埋
め
る
ご
み
」の
分
別
の
仕
方
に
つ
い

て
、お
伝
え
し
ま
す
。

▪「
資
源
ご
み
類
・
埋
め
る
ご
み
」の
日

に
出
せ
る
も
の

　
「
資
源
ご
み
類
・
埋
め
る
ご
み
」の
日
に

出
せ
る
ご
み
は
左
表
の
と
お
り
で
す
。

　　

▪
違
反
ご
み

		

「
資
源
ご
み
類・埋
め
る
ご
み
」の
日
に

「
も
や
せ
る
ご
み
」や「
こ
わ
す
ご
み
」な

ど
を
出
す
と
違
反
ご
み
と
し
て
、回
収
さ

れ
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

▪
「
資
源
ご
み
類
・
埋
め
る
ご
み
」
を

上
手
に
出
す
ポ
イ
ン
ト

　
色
分
け
さ
れ
た
コ
ン
テ
ナ
の
側
面
に

あ
る
名
前
（
分
別
区
分
）
を
よ
く
確
認

し
て
く
だ
さ
い
。

▼
廃
棄
物
対
策
課
☎
23‐３
５
３
８

分別区分※ 種類

空缶 ジュース・ビールなどの缶、スプ
レー缶など

小物金属 傘、フライパン、スプーン、はさ
み、鉄製ハンガーなど

電化製品類 廃家電、電池式のおもちゃなど

発泡スチロール 発泡スチロール（何色でも可）

有害ごみ 電池、蛍光灯・電球、鏡、水銀入り
体温計など

埋めるごみ 割れガラス、陶磁器類、ガラス製
品、ライターなど

種類 正しい分別区分※

大きさが30㎝以内のもの

もやせるごみ

30㎝より大きく、45ℓの有料化指定ごみ袋に
収まるもの

こわすごみ

マークがついた容器類

　プラスチック
容器類

➡

➡

➡

「
資
源
ご
み
類
・
埋
め
る
ご
み
」の

分
別
は
思
い
の
外
簡
単
！●違反ごみとして出されたごみの種類と正しい分別区分

１
０
０
５
３
８
６

※分別区分の色分けは、ごみカレンダーの色と対応しています。

●「資源ごみ類・埋めるごみ」の種類

▲実際の違反ごみ

出せるごみっ
て、限られて
いるのね。

違反ごみは
回収してくれ
ないごみん。

空缶の「アルミ缶」や
「スチール缶」の区別
と同じように、コンテ
ナの名前を見て分別
してくれ！
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【
人
口・世
帯
】…
平
成
30
年
３
月
末
現
在

１
５
０
２
人・４
７
２
世
帯

▪
概
要

　

高
松
校
区
は
、本
市
の
南
部
に
位
置
し
、

温
室
が
建
ち
並
ぶ
施
設
園
芸
が
盛
ん
な
農

村
地
域
で
、地
域
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
活
動
の
活
発

な
地
域
で
す
。

▪
取
り
組
み
テ
ー
マ

自
分
た
ち
の
ま
ち
は
、自
分
た
ち
で
守
る

▪
主
な
取
り
組
み
内
容

①
避
難
所
開
設・運
営
訓
練

②
防
災
世
帯
台
帳・要
援
護
者
登
録
台
帳

更
新

③
防
災
倉
庫
点
検・危
険
箇
所
点
検

④
校
区
大
運
動
会
防
災
競
技
な
ど

▪
取
り
組
み
成
果

　

平
成
29
年
10
月
７
日（
土
）、高
松
小
学

校
で
避
難
所
開
設・運
営
訓
練
を
行
い
ま
し

た
。地
域
住
民
が
約
２
８
０
人
集
ま
り
、自

主
防
災
会
の
班
ご
と
に
分
か
れ
て
実
施
し

ま
し
た
。小
学
校
、消
防
団
、警
察
と
連
携

し
、炊
き
出
し
や
支
援
物
資
の
受
け
入
れ
な

ど
に
取
り
組
み
、災
害
時
に
お
け
る
避
難
所

運
営
を
学
び
ま
し
た
。防
災
倉
庫
や
危
険

箇
所
の
点
検
を
行
い
、改
め
て
必
要
な
資
機

材
や
安
全
な
避
難
路
の
確
認
を
し
ま
し
た
。

　
校
区
大
運
動
会
防
災
競
技
で
は
、リ
レ
ー

形
式
で
消
火
器
を
使
っ
た
り
、負
傷
者
役
の

児
童
の
手
当
て
を
し
た
り
、地
域
の
み
ん
な

で
協
力
し
な
が
ら
、防
災
知
識
を
身
に
付
け

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

▪
今
後
の
目
標

　

避
難
所
開
設・運
営
訓
練
で
出
た
課
題

を
振
り
返
り
、

中
学
生
と
の
炊

き
出
し
訓
練
な

ど
、役
割
ご
と
の

訓
練
を
行
っ
て
、

地
域
防
災
力
の

レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
を

図
り
ま
す
。

　
ま
た
、当
地
区

は
、住
宅
地
が
東
西
に
長
く
広
い
の
で
、地

域
の
防
災
倉
庫
を
住
民
が
使
い
や
す
い
配

置
と
な
る
よ
う
整
備
し
た
り
、荒
天
時
の
避

難
行
動
を
確
認
し
た
り
し
て
い
き
ま
す
。

高
松
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会

【
人
口・世
帯
】…
平
成
30
年
３
月
末
現
在

３
０
８
７
人・９
３
８
世
帯

▪
概
要

　
野
田
校
区
は
、本
市
の
中
央
部
の
北
側
に

位
置
し
、校
区
の
三
方
を
山
々
に
囲
ま
れ
、

北
側
は
三
河
湾
に
面
し
た
平
地
に
広
が
る

農
村
地
帯
で
す
。特
色
と
し
て
は
、畜
産
や

施
設
園
芸
・
畑
作
な
ど
農
業
が
大
変
盛
ん

な
地
域
で
す
。

▪
取
り
組
み
テ
ー
マ

自
分
た
ち
の
ま
ち
は
、自
分
た
ち
で
守
る

▪
主
な
取
り
組
み
内
容　

①
避
難
所
開
設・運
営
訓
練

②
耐
震
診
断
ロ
ー
ラ
ー
作
戦

③
簡
易
水
道
の
発
電
設
備
点
検

④
各
種
防
災
啓
発
活
動（
な
ま
ず
号
乗
車

体
験
）な
ど

▪
取
り
組
み
成
果

　
地
震
か
ら
命
を
守
る
た
め
に
一
番
重
要

と
な
る
自
宅
の
耐
震
化
を
推
進
す
る
た

め
、対
象
と
な
る
お
宅
を
一
軒
一
軒
回
り

周
知
を
行
う
耐
震
診
断
ロ
ー
ラ
ー
作
戦
を

実
施
し
ま
し
た
。

　
　
　
　

	
		

　

ま
た
、生
活
用
水
の
備
え
と
し
て
普
段

か
ら
使
用
し
て
い
る
校
区
内
の
簡
易
水
道

を
、災
害
時
停
電
に
な
っ
て
も
使
え
る
よ

う
に
、区
内
業
者
と
協
定
を
締
結
し
て
い

ま
す
。　　

　
ま
た
、消
防

団
と
連
携
し

た
運
動
会
や
、

な
ま
ず
号
に

よ
る
地
震
体

験
な
ど
、子
ど

も
へ
の
防
災

啓
発
活
動
を
実
施
し
ま
し
た
。

▪
今
後
の
目
標

　

避
難
所
開
設
・
運
営
訓
練
で
学
ん
だ
こ

と
を
生
か
し
、各
地
区
で
の
一
斉
防
災
訓

練
の
内
容
を
さ
ら
に
充
実
さ
せ
て
い
き
ま

す
。

　

ま
た
、防
災
世
帯
台
帳
の
様
式
を
見
直

し
、災
害
へ
の
対
応
力
を
高
め
ま
す
。

　
校
区
民
全
員
が
安
全
に
避
難
で
き
る
よ

う
こ
れ
か
ら
も
防
災
訓
練
な
ど
に
取
り
組

ん
で
い
き
ま
す
。　　

地
域
が
守
る
！

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
安
全
な
ま
ち

野
田
校
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会

本
市
で
は
、市
内
全
て
の
地
区
に
自
主
防
災
会
が
組
織
さ
れ
、そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
特
性
に
合
っ
た
防
災
活
動
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。こ
こ
で
は
、平
成
29
年
度
の「
自
主
防
災
活
動
推
進
地
区
」と
し
て
、野
田
校
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会
と
高

松
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
協
議
会
が
取
り
組
ん
だ
活
動
を
ご
紹
介
し
ま
す
。 ▼
防
災
対
策
課
☎
23-

３
５
４
８

◦避難所開設・運営訓練

◦避難所開設・運営訓練

※ ・ＨＰ=ホームページ／ =市ＨＰでの検索用ページＩＤ

広報たはら  平成30年5月│    │5



阿南町（友好都市）
・特大五平餅を食べました！！

リンゴの試食もいっぱいで
きて大満足でした。

・かじかの湯は陶芸体験など
できて良かったです。

設楽町（姉妹都市）
・グリーンメッセージに泊

まりました。食事もおいし
く、とても良かったです。

・遊歩道から眺める自然の
山々の景色が素晴らしか
ったです。

宮田村（友好都市）
・たくさんリンゴを買いま
した。

・中央アルプスの景色が
最高でした。次はロープ
ウェイに乗りに行きた
いです。

海のまち・山のまち交流スタンプラリー
　「海のまち」である田原市は、異なる環境を持つ３つの

「山のまち」と交流を行っています。
　家族みんなでスタンプラリーに参加し、それぞれの「山
のまち」に出掛けてみませんか？新しい発見と感動があり
ますよ。
期間＝平成3１年3月８日（金）まで
内容＝応募用紙に「海のまち」と「山のまち」から各１つ以
上、スタンプを集めてください。
応募＝応募用紙に必要事項を記入の上、田原市企
画課へ直接または郵送にて
賞品＝国内旅行券、図書カード、海と山のまち
の特産品、ラリースポット協賛プレゼントなど
【田原市内のラリースポット】
道の駅（田原めっくんはうす、あかばねロコステーショ
ン、伊良湖クリスタルポルト）、蔵王山展望台、サンテパ
ルクたはら
※詳しくは、市役所、渥美支所、赤羽根市民センター、各

ラリースポットにある応募用紙をご覧ください。
▶企画課☎23‐３５07

本
市
で
は
、多
発
す
る
高
齢
者
交
通
事

故
へ
の
対
策
と
し
て
、運
転
免
許
証

の
返
納
支
援
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
昨
年
度
の
制
度
利
用
者
は
１
４
１
名
と

な
っ
て
い
ま
す
。

▪
対
象
者

　
平
成
29
年
４
月
１
日
以
降
に
運
転
免
許

証
を
警
察
署
な
ど
で
自
主
返
納
し
、次
の

い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
方

◉
本
市
の
住
民
基
本
台
帳
に
登
録
さ
れ
て

い
る
方

◉
自
主
返
納
時
に
満
70
歳
以
上
の
方

▪
支
援
内
容

　
次
の
全
て
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

◉
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
無
料
乗
車
券（
１
年

分
）の
交
付

◉
豊
鉄
バ
ス
㈱
の
路
線
バ
ス
用
定
期
券

「
元
気
パ
ス（
１
年
券
）」購
入
券
の
交

付
◉「
た
ま
ぽ
※
」の
１
０
０
０
ポ
イ
ン
ト
引

換
券
の
交
付

　
（
た
だ
し
、運
転
経
歴
証
明
書
の
交
付

〔
手
数
料
１
０
０
０
円
が
必
要
〕を
受

け
た
方
の
み
対
象
）

※
市
内
全
域
の
加
盟
店
で
使
用
で
き
る
ポ

イ
ン
ト
カ
ー
ド
。

▪
支
援
の
流
れ

①
警
察
署
な
ど
で
運
転
免
許
証
の
返
納
を

申
請

②「
高
齢
者
運
転
免
許
証
自
主
返
納
支
援

申
請
書
」を
作
成（
申
請
書
は
、市
Ｈ
Ｐ

で
取
得
可
能
な
他
、田
原
警
察
署
ま
た

は
市
総
務
課
に
も
あ
り
ま
す
）

③
支
援
申
請
書
を
市
総
務
課
へ
提
出（
直

接
ま
た
は
郵
送
）

④
市
か
ら
無
料
乗
車
券
な
ど
を
郵
送

▼
総
務
課
☎
23‐３
５
０
４ １

０
０
４
８
４
０

あ
な
た
の
運
転
は
大
丈
夫
？

運
転
免
許
証
自
主
返
納
を
支
援
し
て
い
ま
す

田原市・設楽町・長野県阿南町・長野県宮田村		 	 	 						 　	 1004911
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※ ・ＨＰ=ホームページ／ =市ＨＰでの検索用ページＩＤ

教
育
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
は
、児
童
・

生
徒
の
教
育
上
の
さ
ま
ざ
ま
な
問

題
や
悩
み
に
つ
い
て
相
談
に
乗
り
、児
童・

生
徒
や
家
庭
を
支
援
す
る
場
所
で
す
。

　

ま
た
、学
校
・
家
庭
・
地
域
や
関
係
機
関

と
連
携
し
、教
育
の
充
実
を
総
合
的
に
サ

ポ
ー
ト
し
ま
す
。

▪
教
育・い
じ
め
相
談

　

児
童
生
徒
教
育
相
談
員
が
、電
話
・Ｅ

メ
ー
ル・来
室
で
の
ご
相
談
を
受
け
付
け
ま

す
。

　
教
育
上
の
心
配
事
は
、ど
ん
な
こ
と
で
も

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

◉
開
設
日
時

　
平
日
の
午
前
９
時
30
分
～
午
後
４
時

相
談
電
話
番
号・Ｅ
メ
ー
ル

☎
45‐３
４
１
３

※
時
間
外
は
留
守
番
電
話
で
対
応

soudan@
city.tahara.aichi.jp

▪
適
応
指
導
教
室「
く
す
の
木
教
室
」

　

学
校
に
登
校
で
き
な
い
児
童
生
徒
お
よ

び
そ
の
保
護
者
を
支
援
し
て
、子
ど
も
の
学

校
復
帰
の
手
助
け
を
し
ま
す
。

◉
開
設
日
時

　
平
日
の
午
前
10
時
～
午
後
３
時

▪
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ

　

心
理
カ
ウ
ン

セ
ラ
ー
に
よ
る

カ
ウ
ン
セ
リ
ン

グ
お
よ
び
各
種

検
査
を
行
い
ま

す
。電
話
に
よ

る
予
約
が
必
要

で
す
。

◉
開
設
日
時

火
曜
～
金
曜
日
の
午
前
10
時
～
午
後

４
時

▼
教
育
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

☎
45‐３
２
８
７

（
〒
４
４
１‐３
５
０
２　

赤
羽
根
町
赤
土

１
／
赤
羽
根
市
民
セ
ン
タ
ー
内
）

ksupportcenter@
city.tahara.

aichi.jp

（
業
務
時
間：平
日
の
午
前
９
時
30
分
～
午

後
４
時
）

１
０
０
１
１
１
１

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い

田
原
市
教
育
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

市ホームページに広告を掲載しませんか？

申込方法
必要書類をそろえ、広報秘書課へ直接または郵送にて／要綱・
要領・申込書は市 HP からダウンロード可

▼広報秘書課☎22‐0138　　 1001533　

❖掲載期間＝１月単位（月初め～月末）
❖掲載位置＝トップページ下段５枠および右側１枠
❖募集枠数＝４枠（平成 30 年４月１日現在）
❖枠サイズ＝たて 60 ピクセル×よこ 170 ピクセル
❖掲		載		料＝月 10,280 円
❖募集期間＝随時
❖参考情報＝ページビュー数（トップページ）
　　　　　　約 39,600 件 / 月
❖デザイン＝田原市広告掲載基準に準拠し、市のイメージを

損なわないデザイン。
色数を抑え、文字などが鮮明に読み取れるもの

❖そ		の		他＝詳細は市 HP をご確認ください。

下	段	5	枠

右枠
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　　 市政ほーもん講座1

  市の業務や制度、歴史・文化などに関する情報を出前講座
「市政ほーもん講座」でご紹介しています。市内の団体（地域
組織・市民団体・事業所など）を対象に、市役所の職員が皆さ
んの所へ伺い、お話しします。研修会や勉強会などにぜひご利
用ください。
◦対象＝おおむね10人以上の市内の団体（地域組織・事業所
も可）
◦開催場所＝申し込み団体で用意
◦開催日時＝希望日（土・日曜、祝日も可／ただし午前９時～
午後9時）
◦講座内容＝申込書に掲載
◦申込＝開催希望日の20日前までに、申込書に必要事項を
記入の上、直接またはＦＡＸ・Ｅメールにて広報秘書課へ提出
※申込書は広報秘書課、渥美支所、赤羽根市民センターで配
布の他、各市民館にも設置しています。また、市HPからもダ
ウンロードできます。

▶広報秘書課
〒441-3492（住所不要）☎22-0138  23-1691

 koho@city.tahara.aichi.jp 

出前
講座田原市議会第２回定例会

を開催します
　本会議・委員会は、誰でも傍聴できます。
本会議の一般質問は、ティーズおよびパソコ
ン、スマートフォン、タブレットなどでもご覧い
ただけます。

◦議会開催予定表◦

◎時間はいずれも午前10時から
　ただし※印は午後１時３０分から

▼田原市議会事務局　☎２３-３５33
http://www2.city.tahara.aichi.jp/gikai/

月日 会議名 場所

6月	 4日㊊ 本会議（議案説明、一部採決） 議場

6月	 7日㊍ 本会議（一般質問） 議場

6月	 8日㊎ 本会議（一般質問、質疑、委
員会付託） 議場

6月12日㊋ 文教厚生委員会
※総務産業委員会

第2
委員会室

6月13日㊌ 予算決算委員会 第2
委員会室

6月20日㊌ 本会議（委員長報告、委員長報
告に対する質疑、討論、採決） 議場

農
林
水
産
省
か
ら「
平
成
28
年
市
町

村
別
農
業
産
出
額（
推
計
）」が
公

表
さ
れ
、田
原
市
は
８
５
２
億
８
千
万
円

で
日
本
一
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、推
計
値
が
公
表
さ
れ
始
め
た

平
成
26
年
か
ら
3
年
連
続
と
な
っ
て
い
ま

す
。前
年
と
比
較
す
る
と
、32
億
４
千
万
円

の
増
加
と
な
っ
て
お
り
、花
き
や
畜
産
が

減
少
し
た
も
の
の
、野
菜
が
43
億
円
増
の

２
９
９
億
９
千
万
円
と
大
き
く
伸
び
て
い

ま
す
。

　

市
町
村
別
農
業
産
出
額
は
、農
林
水
産

省
が
都
道
府
県
別
農
業
産
出
額
を
基
に
作

成
し
、地
域
に

密
着
し
た
農
業

施
策
の
推
進
に

寄
与
す
る
こ
と

を
目
的
と
し
て

公
表
さ
れ
て
い

ま
す
。

▼
農
政
課

☎
23‐３
５
１
７	

平
成
28
年
市
町
村
別
農
業
産
出
額

田
原
市
が
３
年
連
続
日
本
一

1001527

Ｈ２８（順位） 市町村名（県名） 金額（千万円）

1 田原市（愛知） 8,528

2 鉾田市（茨城） 7,801

3 都城市（宮崎） 7,538

4 新潟市（新潟） 6,231

5 別海町（北海道） 6,210

6 旭市（千葉） 5,674

7 浜松市（静岡） 5,329

8 熊本市（熊本） 4,843

9 豊橋市（愛知） 4,386

10 弘前市（青森） 4,348
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1005570

◦2018フランス大会開会式　写真:Sean Evans

▪大会実行委員会のツイッターを開設しました！
　大会の準備情報や話題をリアルタイムでお届けします。ぜひフォローしてください。
　アカウント名＝2018 ISA ワールドサーフィンゲームス実行委員会　ID＝＠surf_tahara　

▪通訳ボランティアを募集します！
　セレモニー会場や大会会場で、海外選手や関係者をおもてなしする通訳ボランティアを募集します。参加意欲のあ
る方を「事前登録」し、大会の詳細決定後に、改めて依頼する予定です。

【応募資格】満18歳以上で、①日本語と英語②日本語とスペイン語③日本語と英語とスペイン語の組み合わせで   　　　
簡単な日常会話（またはそれ以上）ができる方（居住地は問いません）

【活動内容】パレードや開会式、閉会式での通訳サポート／大会会場（飲食エリア・文化交流など）での通訳サポー
トなど

【大会日程】９月15日（土）～22日（土）
　※１日単位での参加可
【謝礼】スタッフＴシャツ・昼食の他、活動の難易度に応じ、市の

規定に基づく謝礼を支給予定
　※宿泊費・交通費は支給しません。
【応募方法】①市ＨＰでダウンロードした応募用紙をファック

スまたはＥメールで提出②ワールドサーフィンゲームス準
備室窓口で直接③電話にて

【応募締切】６月29日（金）
　
※詳しくは、市ＨＰをご覧ください。

▼ワールドサーフィンゲームス準備室　☎２３-３５28  23-0180

2018 ISA
ワールドサーフィンゲームス情報

　「太平洋の波」「サー
フボード」、そして田原
市の「花」をイメージし
たロゴが完成しました。
　今後「サーフタウンた
はら」のＰＲに活用して
いきます。

「サーフタウンたはら」の
ロゴができました！
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　平成29年度田原市教育委員会表彰表彰式
が市役所講堂で行われ、本市の教育振興に貢
献された７名の方に功労賞が、大会などで活
躍された32名・６団体の方に殊勲賞が贈られ
ました。（氏名順不同、敬称略）

【功労賞】▶文化の振興に貢献／酒井修
おさむ
／奥千

ち え こ
惠子　▶食育の推進に貢献／渡邉ちぐさ	▶田原市文化財保護に

貢献／藤井忠
まこと
	▶スポーツの振興に貢献／大久保直

なおあき
晃／木村三

み ち よ
千代／高橋明

あきひろ
廣

【殊勲賞】▶平成29年度「家庭の日」県民運動啓発ポスター（児童の部）特選／藤城咲
さき
	▶第39回東海中学校総合体

育大会	（２年1500ｍ）１位／吉居駿
しゅんすけ
恭	▶同大会（３年1500ｍ）６位／白井勇

ゆうすけ
佑	▶同大会（3000ｍ）５位／西田

太
たろ う
郎	▶同大会（200ｍ）８位／馬場哲

てっぺい
平	▶第38回愛知県ジュニアオリンピック陸上競技大会兼第48回ジュニ

アオリンピック陸上競技大会愛知県代表選考会（Ｃ男子走幅跳）１位／田中瑛
あきひと
一	▶第28回都道府県対抗全日本

中学生ソフトテニス大会（個人戦）２位／根木凌
りょうた
汰	▶東海中学校総合体育大会（ソフトテニス男子個人の部）５

位／鈴木彰
しょうま
真	▶同大会（ソフトテニス男子個人の部）５位／菰田椋

りょうすけ
介	▶第26回全国小学生バドミントン選手権

大会（個人戦　男子ダブルス４年生以下）３位／森下虎
と あ
愛	▶第33回全国小学生陸上競技交流大会（５年女子100

ｍ）３位／佐藤俐
り あ
有	▶2017年フジパンＣＵＰ	ユースＵ－12サッカー大会	東海大会	優勝／伊藤嘉

よしまさ
真	▶第34

回東海小学生リレー競走大会兼第３回東海小学生陸上競技大会（５・６年男子共通走高跳）優勝／大谷一
いっせい
惺	▶同

大会（５・６年女子共通走高跳）８位／平原明
てるほ
歩	▶同大会（６年女子100ｍ）優勝／伊藤千

ちなつ
夏	▶同大会（５・６年女

子共通80ｍハードル）優勝／河合姫
きらら
星	▶同大会（５・６年女子共通走幅跳）４位／片山由

ゆうり
梨	▶同大会（５・６年女

子共通ジャベリックボール投）４位／横江ひかり	▶同大会（５・６年女子共通ジャベリックボール投）５位／河
合南

な な
菜	▶同大会（５・６年男子共通ジャベリックボール投）７位／木村慶

けいた
多	▶同大会（５・６年男子共通ジャベ

リックボール投）８位／鬼頭孝
こうせい
征	▶第60回東海陸上競技選手権大会（女子1500ｍ）優勝／原舞

まいな
奈	▶第64回東海

高等学校総合体育大会（男子400ｍ）２位／前橋竣
しゅんや
耶	▶同大会（女子400ｍハードル）３位／前澤柚

ゆ み こ
美子	▶同大

会（男子400ｍハードル）４位／川口拓
たくと
人	▶第20回東海高等学校新人陸上競技選手権大会（男子やり投）第５位

／仲谷静
しずま
真	▶同大会（男子やり投）第６位／渥美秀

しゅうと
斗	▶第61回中部実業団対抗陸上競技大会（男子走幅跳）優勝

／鈴木舜
しゅんや
也	▶全日本実業団対抗陸上競技選手権大会（3000ｍＳＣ）５位／近藤聖

さとし
志	▶日本陸上競技選手権大

会（10000ｍ）６位／大石港
みなと
与	▶全日本実業団ハーフマラソン大会（ハーフマラソン）３位／田中秀

ひでゆき
幸	▶同大会

（ハーフマラソン）６位／早川翼
つばさ
	▶第66回愛知県中学校駅伝大会１位／東部中学校男子駅伝部【白井勇

ゆうすけ
佑、西田

太
たろう
郎、寺田愛

あいき
基、高橋洋

ひろや
也、鈴木琢

たくま
真、吉居駿

しゅんすけ
恭、鈴木大

だいすけ
輔、神谷昌

しょうた
汰、兵藤心

しおん
音】	▶第21回ドームカップ東海ジュ

ニア選抜ソフトテニス大会（団体戦男子の部）３位／田原中学校男子テニス部【福井遥
はるき
己、石灘瑛

えにじ
虹、鈴木季

ときあ
吾、糸

栁信
しんご
吾、富山琉

る き
稀、大谷晃

あきお
生、彦坂慶

けいじ
至、牧野歩

あゆき
希】	▶第71回愛知県中学校総合体育大会（低学年女子４×100ｍ

リレー）１位／田原中学校陸上競技部【森下汐
しおり
里、田中愛

あ や
彩、富田夏

か ほ
帆、林きらり】	▶第34回東海小学生リレー競

走大会兼第３回東海小学生陸上競技大会（５年男女混合４×100ｍリレー）４位／田原陸上クラブ【髙津采
さ り
里、渡

邉栞
かんな
夏、林天

てんしろう
志郎、鈴木琉

りゅうせい
聖】	▶第21回東海小学生バドミントン大会（団体戦）３位／T-Jump	Jr.【伊藤衣

いさと
里、河合

華
は る
琉、渡邉杏

あんな
和、河邉ひなた、吉原彩

いろは
葉、片山せりな】	▶全日本実業団対抗駅伝３位／トヨタ自動車株式会社陸上

長距離部【藤本拓
たく
、ニコラス・コシンベイ、田中秀

ひでゆき
幸、宮脇千

ちひろ
博、大石港

みなと
与、窪田忍

しのぶ
、早川翼

つばさ
、佐藤敏

としのぶ
信（監督）】

文化やスポーツで
活躍・貢献

3/30
［金］
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～渥美半島
を元気に！～

元気通信
山下市長の

　戦没者追悼式が、田原市総合体育館で開催されま
した。この式典は、平和の尊さを後世に伝えるため
に、市の主催で無宗教で行われています。遺族や関係
者の方など約430名が参列し、2,227柱の英霊に黙
とうや献花をささげ、これからも平和が続くことを
願いました。

　今年は、明治元年から満150年に当
たります。明治は武家社会から近代社
会への転換期で、今

こんにち
日の日本社会の 礎

いしずえ

となった時代です。
　渥美半島では、明治以降、養蚕業やセ
メント業、デンプンやあめの生産が盛ん
でしたが、現在は臨海工業地帯での諸
工業や商業が経済活動の中心となって
います。農業では50年前に通水した豊
川用水により多様で新しい農業が生ま
れ、全国一の産出額を誇るまでになりま

した。
　このように産業の発展に伴い、まち
の風景や生活、文化は大きく変わりまし
た。そんなふるさとの歴史をこの機会に
振り返ってみてはいかがでしょうか。

　３月中旬から４月中旬の期間、サンテパ
ルクたはらで恒例のチューリップフェア
が開催されました。園内には70品種６万
本のチューリップが咲き誇り、来園者の
目を楽しませていました。フェア開催中
には子ども工作教室をはじめ、さまざま
なイベントも行われ、大勢の方でにぎわ
いました。

平和の尊さ
次世代へ語り継ぐ4/13

［金］

「明治１５０年」の年に

▲戦没者への追悼の言葉を述べる福井春男田原市遺族連合会会長

色とりどりに
咲き誇る春色

4/3
［火］

▲園内に咲く多くのチューリップが、来園者を楽しませていました
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地域医療の柱へ
診療所がオープン

4/1
［日］

　田原市立田原福祉専門学校で平成30年度入学式
が行われました。土平校長の式辞や山下市長の祝辞
の後、新入生22名を代表して廣瀬紗希さんが誓いの
言葉を述べました。外国人留学生４名を含む新入生
は、地域行事への参加や田原学などを通じ、田原の歴
史や文化にも触れながら介護福祉士になるために２
年間講義や実習に励みます。

育て！
未来の介護福祉士

4/3
［火］

全
国
大
会
な
ど
に
出
場
し
た
皆
さ
ん
を
ご
紹
介
し

ま
す
。
今
後
の
さ
ら
な
る
活
躍
に
期
待
し
ま
す
！

※
学
校
・
学
年
は
い
ず
れ
も
出
場
時

　田原市赤羽根診療所の開所式が赤羽
根市民センター敷地内で行われました。
平成27年度に準無医地区となった赤羽
根地区にとって、待望の診療所の開設と
なり、多くの来賓の方が参列されました。
　今後、診療所は外来診療の他、患者の
状態に応じた訪問診療も実施します。

▪第48回日本少年野球春季全国大会
（東京都大田区他［3／26～30］）

◎優勝
（愛知豊橋ボーイズ）
山内悠

は る

瑠くん（泉中２年）

▲土平校長に誓いの言葉を述べる廣瀬さん

▲テープカットを行う山下市長、浅野医師および来賓者
【写真左から】山本県議会議員、渡会市議会議長、山下市長、浅野医師、根本衆議院議員、
関衆議院議員
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　山北保育園で閉園式が行われ
ました。当日は昭和58年の開園か
ら35年間地元の子どもたちを見
守った園舎とのお別れとあって、
多くの関係者が集まりました。
　今後は山北保育園跡地に、平成
32年４月開園を目標に民間事業
者が運営する認定こども園が建設
されます。

　「愛のココナッツメッセージＰＡＲＴ３０」やしの
実対面式が伊良湖のホテルで開催されました。
昨年５、６月に石垣島から投流したやしの実170
個のうち、15個が高知県などの海岸に漂着。こ
のうち、やしの実の購入者と拾った方２組が招待
され、対面を果たしました。

出会いを繋ぎ30回
黒潮が運んだ縁4/7

［土］

新たな門出
35年の感謝込め

3/27
［火］

　第27回「花の国づくり共励会　花き技術・
経営コンクール」で藤目方

まさとし
敏さんが最高賞

である農林水産大臣賞を受賞しました。ベ
ルトコンベアーでの収穫など最新技術を導
入し、安定経営を実現したことが評価され
たものです。藤目さんは「渥美半島は花づく
り世界一。今後は若手への教育も行ってい
きたい」と抱負を話していました。

最新技術と安定経営
最高賞を受賞

3/29
［木］

▲山下市長に栽培したスプレーマムを紹介する藤目さん

▲園児全員で大きな声でお別れの歌を歌いました

▲石垣島から流れ着いたやしの実を手に対面した家族の皆さん
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●みんな、注目！
長年続けているボランティア・市内のお気に入りの風景など

【内容】写真と100文字程度の紹介文　※営利活動は不可
●ごきげんスマイル♪
3歳以下のお子さんの笑顔の写真（応募時点）

【内容】写真とお子さんの氏名（ふりがな）・誕生日
●プラス（ワン）ファミリー
あなたの可愛いペット写真

【内容】写真と名前・種別・年齢

投稿作品 大募集！ あなたのご自慢の作品をお寄せください。広報たはらに関するご意見やご感想も
お待ちしています。 1003251

①投稿作品が採用された方、全員に
②投稿・意見をお寄せいただいた方の中から抽選で

図書カード
プレゼント！

応募方法
テーマ・内容と住所・氏名・年齢・電話番号を記入の
上、Ｅメールまたは郵送にて。応募者多数の場合は、
抽選で掲載します。
※写真はデータの場合、JPEG形式で500ＫＢ～
1.5MＢ。プリントの場合は後日返却します。
応募先
広報秘書課☎22-0138
郵便→〒441-3492住所不要
Ｅメール→　  koho@city.tahara.aichi.jp　

市民の皆さんからの投 稿 作品をご紹介します！
■産直コーナーが２．５倍に
　「道の駅田原めっくんはうす」は、約半年間の改修
を終え、３月１７日（土）にプレオープン、４月７日（土）に
グランドオープンしました。皆さんに人気の高い地元
野菜産直市場の売り場面積を2.5倍に拡大し、おいし
い野菜を取りそろえています。そして、地元特産品
コーナーも充実。本市はもとより東三河の名産品も
並び、お土産選びに困りません。
　また、６次産業化の拠点として、野菜と肉の加工施設も設置されました。今後、地元の食
材を使った特産品開発を行っていく予定ですので、ご期待ください。

■観光拠点としてさらにパワーアップ
　観光案内所と情報コーナーを入口付近に集約し、利便性を高めま
した。外国人旅行客への観光案内のため、タブレットのアプリケー
ションを使って英語や中国語などの多言語にも対応しています。
　また、授乳室、キッズトイレなども完備され、お子さんからご高齢
の方まで、皆さんにより優しい施設になりました。
　訪れた方に「来てよかった！」と思っていただける道の駅を目指し、
スタッフ一同で力を合わせてがんばりますので、皆さん、ぜひお気軽
に当駅へお立ち寄りください。

　田原市ふるさと大使として活躍している皆さんの近況を報告します。

■渥美半島応援大使　佐藤敏信さん（トヨタ陸上長距離部監督）
～日頃の練習と努力。自分に挑戦し、陸上を楽しんで～
　3月24日（土）、白谷海浜公園陸上競技場で、佐藤敏
信さんをはじめ、ニューイヤー駅伝に出場した選手や、
所属選手などによる「トヨタランニング教室」が開催さ
れました。
　教室は、市内外の小学生から高校生まで約１６０名が
参加し、学年別に適したウォームアップの仕方や、歩く・
走るなどの基本動作、選手たちと触れ合うミニゲーム
やミニ駅伝を行いました。また、自己記録の更新に挑戦
するタイムトライアルでは、佐藤さんが一生懸命に走
る子どもたちに声援を送っていました。

■渥美半島夢大使　太田剣さん(サックス奏者）
～校歌でつなぐ絆～
　3月13日（火）、伊良湖岬小学校で、校歌額の除幕式
がありました。3年前の学校創立以来、１０４名の卒業生
と教職員で校歌の歌詞を一文字ずつ彫り込んで完成
させたものです。校歌を作詞・作曲したジャズサックス
奏者の太田剣さんも出席し、「この校歌を多くの子ども
たちに歌ってもらえるのが本当にうれしい。額を作って
くれてありがとう」と感謝の言葉を述べました。

■渥美半島夢大使　金子大樹さん（元プロボクサー）
～挑戦し、人生に新たな歴史を～
　３月１８日（日）、渥美文化会館で「第１４回あつみＮＰＯの集い」が開催され、ボクシング第４
４代日本スーパーフェザー級王者・金子大樹さんによる基調講演が行われました。
　トークショーでは、子ども時代の様子や、２０１３年の年間最高試合賞に選ばれた試合の事
などが語られました。大みそかに開催されたこの試合
では、ＷＢＡ世界スーパーフェザー級王者の内山高志
選手から、右の一撃でダウンを奪いながらも判定で敗
れた話など、ここでし聞けない貴重なエピソードに参加
者は興味深く耳を傾けていました。
　また、デモンストレーションでは、金子さんと空手の
有段者とのスパーリングが行われ、金子さんのパンチ
がミットに鋭く当たる音に会場からどよめきが起こって
いました。

田原市ふるさと大使　活躍中！！

▲トヨタランニング教室の様子

▲額の前で記念写真

牧野 珠和ちゃん
み　わ

4歳
神戸町

杉浦 百ちゃん

10ヵ月 
豊島町

もも

▲デモンストレーションの様子

はなちゃん（3歳）
チワワ♀

（大草町 早見さん）

大使発

「道の駅田原めっくんはうす」グランドオープン！
大幅リニューアルで魅力倍増！ 1005503

道の駅
田原めっくんはうす

（長神駅長）
☎２３-２５２５

［投稿者］

▲広くなった産直市場

▲田原めっくんはうすのスタッフ

わが家の
ペット
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●みんな、注目！
長年続けているボランティア・市内のお気に入りの風景など

【内容】写真と100文字程度の紹介文　※営利活動は不可
●ごきげんスマイル♪
3歳以下のお子さんの笑顔の写真（応募時点）

【内容】写真とお子さんの氏名（ふりがな）・誕生日
●プラス（ワン）ファミリー
あなたの可愛いペット写真

【内容】写真と名前・種別・年齢

投稿作品 大募集！ あなたのご自慢の作品をお寄せください。広報たはらに関するご意見やご感想も
お待ちしています。 1003251

①投稿作品が採用された方、全員に
②投稿・意見をお寄せいただいた方の中から抽選で

図書カード
プレゼント！

応募方法
テーマ・内容と住所・氏名・年齢・電話番号を記入の
上、Ｅメールまたは郵送にて。応募者多数の場合は、
抽選で掲載します。
※写真はデータの場合、JPEG形式で500ＫＢ～
1.5MＢ。プリントの場合は後日返却します。
応募先
広報秘書課☎22-0138
郵便→〒441-3492住所不要
Ｅメール→　  koho@city.tahara.aichi.jp　

市民の皆さんからの投 稿 作品をご紹介します！
■産直コーナーが２．５倍に
　「道の駅田原めっくんはうす」は、約半年間の改修
を終え、３月１７日（土）にプレオープン、４月７日（土）に
グランドオープンしました。皆さんに人気の高い地元
野菜産直市場の売り場面積を2.5倍に拡大し、おいし
い野菜を取りそろえています。そして、地元特産品
コーナーも充実。本市はもとより東三河の名産品も
並び、お土産選びに困りません。
　また、６次産業化の拠点として、野菜と肉の加工施設も設置されました。今後、地元の食
材を使った特産品開発を行っていく予定ですので、ご期待ください。

■観光拠点としてさらにパワーアップ
　観光案内所と情報コーナーを入口付近に集約し、利便性を高めま
した。外国人旅行客への観光案内のため、タブレットのアプリケー
ションを使って英語や中国語などの多言語にも対応しています。
　また、授乳室、キッズトイレなども完備され、お子さんからご高齢
の方まで、皆さんにより優しい施設になりました。
　訪れた方に「来てよかった！」と思っていただける道の駅を目指し、
スタッフ一同で力を合わせてがんばりますので、皆さん、ぜひお気軽
に当駅へお立ち寄りください。

　田原市ふるさと大使として活躍している皆さんの近況を報告します。

■渥美半島応援大使　佐藤敏信さん（トヨタ陸上長距離部監督）
～日頃の練習と努力。自分に挑戦し、陸上を楽しんで～
　3月24日（土）、白谷海浜公園陸上競技場で、佐藤敏
信さんをはじめ、ニューイヤー駅伝に出場した選手や、
所属選手などによる「トヨタランニング教室」が開催さ
れました。
　教室は、市内外の小学生から高校生まで約１６０名が
参加し、学年別に適したウォームアップの仕方や、歩く・
走るなどの基本動作、選手たちと触れ合うミニゲーム
やミニ駅伝を行いました。また、自己記録の更新に挑戦
するタイムトライアルでは、佐藤さんが一生懸命に走
る子どもたちに声援を送っていました。

■渥美半島夢大使　太田剣さん(サックス奏者）
～校歌でつなぐ絆～
　3月13日（火）、伊良湖岬小学校で、校歌額の除幕式
がありました。3年前の学校創立以来、１０４名の卒業生
と教職員で校歌の歌詞を一文字ずつ彫り込んで完成
させたものです。校歌を作詞・作曲したジャズサックス
奏者の太田剣さんも出席し、「この校歌を多くの子ども
たちに歌ってもらえるのが本当にうれしい。額を作って
くれてありがとう」と感謝の言葉を述べました。

■渥美半島夢大使　金子大樹さん（元プロボクサー）
～挑戦し、人生に新たな歴史を～
　３月１８日（日）、渥美文化会館で「第１４回あつみＮＰＯの集い」が開催され、ボクシング第４
４代日本スーパーフェザー級王者・金子大樹さんによる基調講演が行われました。
　トークショーでは、子ども時代の様子や、２０１３年の年間最高試合賞に選ばれた試合の事
などが語られました。大みそかに開催されたこの試合
では、ＷＢＡ世界スーパーフェザー級王者の内山高志
選手から、右の一撃でダウンを奪いながらも判定で敗
れた話など、ここでし聞けない貴重なエピソードに参加
者は興味深く耳を傾けていました。
　また、デモンストレーションでは、金子さんと空手の
有段者とのスパーリングが行われ、金子さんのパンチ
がミットに鋭く当たる音に会場からどよめきが起こって
いました。

田原市ふるさと大使　活躍中！！

▲トヨタランニング教室の様子

▲額の前で記念写真

牧野 珠和ちゃん
み　わ

4歳
神戸町

杉浦 百ちゃん

10ヵ月 
豊島町

もも

▲デモンストレーションの様子

はなちゃん（3歳）
チワワ♀

（大草町 早見さん）

大使発

「道の駅田原めっくんはうす」グランドオープン！
大幅リニューアルで魅力倍増！ 1005503

道の駅
田原めっくんはうす

（長神駅長）
☎２３-２５２５

［投稿者］

▲広くなった産直市場

▲田原めっくんはうすのスタッフ

わが家の
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市
民
活
動
だ
よ
り

地
域
の
話
題

市民の
チカラ

地域の
チカラ

	　
　

若
戸
校
区
は
、南
は
壮
大
な
太
平
洋
に

面
し
、北
は
半
島
を
縦
断
す
る
山
並
み
が

連
な
り
市
内
最
高
峰
の
大
山
が
あ
る
な

ど
、豊
か
な
自
然
に
恵
ま
れ
た
地
域
で
す
。

　

校
区
で
は
、「
活
気
あ
る
ま
ち
づ
く
り
」

の
一
環
と
し
て
、市
民
館
を
拠
点
に
さ
ま

ざ
ま
な
行
事
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

▪
防
災
教
室「
防
災
キ
ャ
ン
プ
」

　
若
戸
小
学
校
と
合
同
で
、８
月
24・25
日

に
５
・６
年
生
が
一
泊
二
日
の
防
災
キ
ャ

ン
プ
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

体
験
学
習
の
目
玉
と
し
て
、緊
急
時
に

プ
ー
ル
の
水
な
ど
を
浄
化
し
、安
全
な
飲

料
水
に
変
え
る「
緊
急
時
用
浄
水
装
置
」を

稼
働
さ
せ
ま
し
た
。

　

当
日
は
、水
道
水
を
使
用
し
て
装
置
を

稼
働
し
ま

し
た
が
、

参
加
し
た

子
ど
も
の

感
想
に

は
、「
プ
ー

ル
の
水
と

か
を
普
通

の
水
に
で

き
る
機
械

が
あ
っ
た
の
で
す
ご
い
と
思
っ
た
」と
あ

り
ま
し
た
。も
し
も
の
と
き
の
備
え
が
、ま

た
一
つ
で
き
ま
し
た
。

▪
子
育
て
支
援
教
室「
親
子
リ
ト
ミ
ッ
ク
」

　
就
学
前
の

幼
児
と
保
護

者
を
対
象

に「
親
子
リ

ト
ミ
ッ
ク
」

を
開
催
し
ま

し
た
。親
子

で
音
楽
に
合

わ
せ
、ボ
ー

ル
や
マ
ラ
カ

ス
、ス
カ
ー
フ
な
ど
を
使
っ
て
楽
し
く
体

を
動
か
し
ま
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
、「
近
く
て
、気
軽
に
参

加
で
き
て
よ
か
っ
た
」と
の
声
も
あ
り
、市

民
館
の
地
域
で
の
役
割
を
感
じ
ま
し
た
。

　
今
年
度
か
ら
新
た
に
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム

を
活
用
し
、効
果
的
に
情
報
発
信
し
て
い

き
ま
す
。

　「
田
原
市
の
市
民
協
働
ま
ち
づ
く
り
方
針
」

を
改
定
し
ま
し
た

　

本
市
で
は
、田
原
市
総
合
計
画
に
お
い

て
、「
参
加
と
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
」を
最

も
重
要
な
テ
ー
マ
の
一
つ
と
し
て
、住
み

よ
い
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

平
成
20
年
４
月
施
行
の「
田
原
市
市
民

協
働
ま
ち
づ
く
り
条
例
」に
基
づ
き
、同
年

10
月
に「
田
原
市
の
市
民
協
働
ま
ち
づ
く

り
方
針
」を
策
定
し
、平
成
29
年
度
を
目
標

に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、方
針
の
策
定
時
か
ら
の
社
会

情
勢
の
変
化
と
協
働
活
動
の
進
展
を
踏
ま

え
、市
民・市
民
活
動
団
体・事
業
者・行
政

な
ど
で
構
成
さ
れ
る「
田
原
市
市
民
協
働

ま
ち
づ
く
り
会
議
」を
中
心
に
、一
部
見
直

し
を
行
い
、３
月
に
方
針
の
改
定
を
行
い

ま
し
た
。こ
れ
で
市
民
協
働
に
よ
る
ま
ち

づ
く
り
が
さ
ら
に
進
む
こ
と
が
期
待
さ
れ

ま
す
。

▪
市
民
協
働
の
基
本
理
念　

　

み
ん
な
が
、そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
を
認
識

し
、お
互
い
に
理
解
し
合
い
、信
頼
関
係
を

築
き
な
が
ら
、市
民
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ

く
り
を
進
め
ま
し
ょ
う
。

▪
基
本
的
な
姿
勢

　
①
人
と
人
と
の
絆
づ
く
り

　
②
主
体
性
を
持
っ
た
行
動

　
③
多
様
な
能
力
の
活
用
と
担
い
手
育
成

　
④
ふ
る
さ
と
に
感
謝

▪
配
慮
す
べ
き
視
点

　
①
幅
広
い
世
代
の
参
加

　
②
男
女
共
同
参
画

　
③
多
文
化
共
生

※
市
Ｈ
Ｐ
か
ら
詳
し
い
内
容
が
ご
覧
い
た

だ
け
ま
す
。

１
０
０
１
０
５
０

▼
企
画
課

☎
23-

３
５
０
７

23-

０
６
６
９

	kyoudou@
city.tahara.aichi.jp

田
原
市
民
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー

１
０
０
１
０
６
１

shim
inkatsudo@

city.tahara.
aichi.jp

若
戸

ユ
ー
ザ
ー
ネ
ー
ム

若
戸
校
区
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
協
議
会

w
akato_shim

inkan

◦防災キャンプの様子

◦親子リトミックの様子

▲まちづくり方針冊子
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▶学校教育課
☎23‐3679

学校生活の
一コマを
紹介

　高松小学校では、地域の安心安全を守る活動に児童が参加して
います。
　9月の交通安全パレードでは、音楽部の児童が田原警察署の方
や交通指導員、高松保育園の園児と一緒に、小学校から市民館ま
で演奏しながらパレードをしたり、横断幕を掲げたりして交通安
全をアピールしました。
　また市民館前では、全校の児童が書いた手紙を「安全運転をお
願いします」と運転手さんに呼びかけながら手渡しました。運転
手さんの「ありがとう、気をつけるね」の言葉にやりがいを感じて
いるようです。
　3月に行った「犯罪者を家に通さん活動」では、5年生が警察官の
方と一緒に校区の家を訪ね、空き巣が増えていることをお知らせ
したり、家に鍵を掛けることの大切さを呼びかけたりしました。

訪ねた家の方も熱心に話を聞いてくださり、安心安全な町づくりに子どもたちも一役買うことがで
きました。これらの活動を通して、自分たちの住む町は自分たちで守ろうという意識が高まってい
ることを感じます。

　若戸小学校区には、「大山」という山があります。市内では
一番高い山なのですが、学校で子どもたちに聞いてみると、
「知ってはいるけれど登ったことはない」という子が大勢いま
した。保護者に聞いてみると、「昔は全校で登っていたよ」「親
子登山だったよ」という声が聞かれました。
　そこで、若戸小学校では、平成28年度より総合的な学習の
一環として大山登山を行うこととしました。平成28年度は６
年生が、平成29年度は６年生と３年生が合同で行いました。
　登る季節は冬で、保護者やＰＴＡ役員の方々が全面協力し
てくれています。平成29年度は、越戸の公園に約50名が集合
し、声を掛け合って頂上を目指しました。木々に囲まれた登山
道は、周りの景色が全く見えず単調だったり、階段のない急斜
面が大変だったりしましたが、全員が無事頂上に到着しまし
た。頂上にある展望台で見た若戸小学校区の大パノラマは最
高でした。頂上から撮った写真は、ゆりのき学習発表会で地域
の方にもお披露目しました。
　身近にありながらまだまだ知らない若戸があります。今後も地域を知り、地域への愛着を育てる活
動を続けていきたいと思います。

「安心安全な町づくり」
地域の安全を守る活動をしています 高松小学校

「越戸の大山登山」
地域を知り、地域への愛着心を育てる 若戸小学校

◦登山をする児童ら

◦校区の家を回る児童ら

◦展望台ですがすがしい表情の児童ら

広報たはら  平成30年5月│    │17



※財源確保のため、有料広告を掲載しています。広告については市が推奨するものではありません。内容については直接広告主へお問い合わせください。

委
員

田
原
市
公
平
委
員
会
委
員

　
中
川
和
文
さ
ん
（
堀
切
町
）
の

任
期
満
了
に
伴
い
、
新
委
員
に
山

本
晴
樹
さ
ん
（
伊
良
湖
町
）
が
選

任
さ
れ
ま
し
た
。
任
期
は
４
月
１

日
か
ら
平
成
34
年
３
月
31
日
ま
で

の
４
年
間
で
す
。

　
ま
た
、
４
月
２
日
（
月
）
に
開

催
さ
れ
た
田
原
市
公
平
委
員
会
第

１
回
定
例
会
に
お
い
て
、
委
員
長

に
加
子
幸
子
さ
ん（
加
治
町
）が
、

委
員
長
職
務
代
理
者
に
杉
浦
拡
さ

ん
（
田
原
町
）
が
そ
れ
ぞ
れ
就
任

し
ま
し
た
。

人
権
擁
護
委
員

　
新
し
い
人
権
擁
護
委
員
に
、
鈴

木
洋
子
さ
ん
（
伊
川
津
町
）
が
法

務
大
臣
か
ら
委
嘱
さ
れ
、
鈴
木
敏

代
さ
ん
（
加
治
町
）
が
再
任
と
な

お
し
ら
せ

り
ま
し
た
。
任
期
は
４
月
１
日
か

ら
平
成
33
年
３
月
31
日
ま
で
の
３

年
間
で
す
。募

集

統
計
調
査
員 

１
０
０
１
５
６
２

対
象
：
統
計
調
査
に
興
味
の
あ
る

方　
調
査
期
間
：
お
お
む
ね
２
カ

月
間（
う
ち
実
働
は
１
カ
月
程
度
）

調
査
エ
リ
ア
：
市
内
の
指
定
す
る

範
囲　
業
務
内
容
：
①
調
査
対
象

を
訪
問
、
調
査
票
回
答
の
依
頼
②

調
査
票
の
回
収　
※
事
前
説
明
会

あ
り　
報
酬
：
３
～
５
万
円
程
度

（
統
計
調
査
に
よ
っ
て
異
な
る
）

申
込
期
間
：
随
時　
そ
の
他
：
登

録
者
へ
優
先
的
に
統
計
調
査
の
仕

事
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

※
詳
細
は
市
Ｈ
Ｐ
を
ご
覧
い
た
だ

く
か
、お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
総
務
課

☎
23‐３
５
０
６

23‐０
１
８
０

夏
季
ラ
イ
ト
ダ
ウ
ン
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
参
加
事
業
所

１
０
０
５
５
８
７

対
象：市
内
事
業
所
な
ど　
内
容：

午
後
８
時
～
10
時
の
2
時
間
、
ラ

イ
ト
ア
ッ
プ
施
設
な
ど
の
照
明
を

消
灯　

期
日
：
６
月
21
日
（
木
）

～
７
月
７
日
（
土
）［
予
定
］　
申

込
締
切
：
６
月
１
日
（
金
）　

そ

の
他
：
ご
家
庭
で
も
不
要
な
照
明

は
小
ま
め
に
消
す
な
ど
、
省
エ
ネ

に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

※
詳
細
は
市
Ｈ
Ｐ
を
ご
覧
い
た
だ

く
か
、お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
環
境
政
策
課

☎
23‐３
５
４
１

23‐１
８
３
２

流
域
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

一
斉
調
査　
参
加
者

１
０
０
３
６
４
４

対
象
：
ど
な
た
で
も
（
小
学
生
以

下
の
場
合
は
保
護
者
同
伴
）　

調

査
期
間
：
９
月
末
ま
で　
調
査
場

所
：
市
内　
内
容
：
身
近
な
水
辺

（
川
や
た
め
池
、水
路
、海
辺
な
ど
）

で
「
水
の
き
れ
い
さ
」「
水
の
量
」

「
生
態
系
」「
水
辺
の
よ
う
す
」
に

つ
い
て
の
調
査
・
報
告
／
五
感
に

よ
り
水
の
色
や
に
お
い
な
ど
を
評

価
す
る
簡
単
な
も
の　
申
込
：
市

環
境
政
策
課
お
よ
び
市
Ｈ
Ｐ
に
あ

る
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
の

上
、
市
環
境
政
策
課
へ
直
接
提
出

主
催
：
尾
張
・
西
三
河
・
東
三
河

地
域
水
循
環
再
生
地
域
協
議
会

▼
愛
知
県
環
境
部
水
大
気
環
境
課

☎（
０
５
２
）９
５
４‐６
２
２
１

（
０
５
２
）９
６
１‐４
０
２
５

▼
環
境
政
策
課

☎
23‐３
５
４
１

23‐１
８
３
２

ジ
ャ
ン
ボ
カ
ボ
チ
ャ

コ
ン
テ
ス
ト　
参
加
者

１
０
０
４
８
９
５

　
９
月
中
旬
に
サ
ン
テ
パ
ル
ク
た

は
ら
で
開
催
さ
れ
る
、
育
て
た
カ

ボ
チ
ャ
の
重
さ
を
競
う
コ
ン
テ
ス

ト
（
昨
年
の
最
重
量
は
86·

０
㎏
）

に
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

定
員：50
名
（
先
着
順
）
参
加
料：

１
０
０
円　
配
布
本
数
：
苗
２
本

配
布
場
所
：
田
原
農
業
改
良
普
及

課　
申
込
締
切：５
月
18
日
（
金
）

主
催
：
田
原
市
４
Ｈ
ク
ラ
ブ
連
絡

協
議
会

※
詳
細
は
市
Ｈ
Ｐ
を
ご
覧
い
た
だ

く
か
、お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
田
原
農
業
改
良
普
及
課

☎
22‐０
３
８
１

山本 晴
は る き

樹さん
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児
童
ク
ラ
ブ・放
課
後
子
ど

も
教
室
指
導
員

１
０
０
３
７
０
３

募
集
人
員
：
20
名
程
度　

対
象
：

児
童
の
指
導
に
熱
意
と
理
解
が
あ

り
、
心
身
と
も
に
健
康
な
方　
採

用
期
間
：
７
月
23
日
（
月
）
～
８

月
31
日
（
金
）　

勤
務
場
所
：
市

内
児
童
ク
ラ
ブ
お
よ
び
放
課
後
子

ど
も
教
室（
住
所
地
な
ど
を
考
慮
）

賃
金
：
時
給
９
６
０
円　
申
込
締

切
：
５
月
31
日
（
木
）

※
詳
細
は
市
Ｈ
Ｐ
を
ご
覧
い
た
だ

く
か
、お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
生
涯
学
習
課

☎
23‐３
６
３
５

22‐３
８
１
１

短
期
就
労
者
受
入
れ
を
希

望
す
る
農
業
経
営
者
な
ど

　
　
　
　
　

１
０
０
１
８
９
９

対
象
：
市
内
で
事
業
を
行
っ
て
い

る
農
業
経
営
者
な
ど　
内
容
：
繁

忙
期
に
労
働
力
を
確
保
し
た
い
農

業
経
営
者
な
ど
の
皆
さ
ん
の
た
め

に
、
求
職
者
に
対
し
て
短
期
労
働

（
就
労
期
間
１
カ
月
以
内
）
の
情

報
を
提
供　
申
込
：
地
域
職
業
相

談
室（
田
原
福
祉
セ
ン
タ
ー
１
階
）

に
あ
る
申
込
書
（
市
Ｈ
Ｐ
か
ら
も

美
文
化
会
館

【
芸
能
大
会
】
日
時
：
27
日
（
日
）

午
前
10
時
～　
場
所
：
渥
美
文
化

会
館
文
化
ホ
ー
ル

【
市
民
茶
会
】
日
時
：
27
日
（
日
）	

午
前
10
時
～
午
後
３
時　
場
所
：

渥
美
文
化
会
館　

茶
席
：
１
席

３
０
０
円

▼
田
原
市
文
化
協
会

☎
22‐６
０
６
３

田
原
凧
ま
つ
り

１
０
０
４
０
９
３

期
日：５
月
26
日（
土
）・27
日（
日
）

▪
初
凧
祈
願
祭

日
時
：
26
日
（
土
）
午
前
10
時
～

場
所
：
ト
ヨ
タ
自
動
車
㈱
田
原
工

場
厚
生
セ
ン
タ
ー
内
体
育
館
・
芝

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
）
に
必
要
事
項

を
記
入
の
上
、
直
接
提
出

※
詳
細
は
市
Ｈ
Ｐ
を
ご
覧
い
た
だ

く
か
、お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
地
域
職
業
相
談
室

☎
24‐０
０
５
０

23‐２
７
６
６

▼
商
工
観
光
課

☎
23‐３
５
２
２

22‐３
８
１
７

イ
ベ
ン
ト

田
原
市
文
化
協
会

春
の
文
協
ま
つ
り１

０
０
１
１
３
１

期
日：５
月
25
日（
金
）～
27
日（
日
）

▪
田
原
会
場

【
各
種
展
覧
会
】日
時：25
日（
金
）

～
27
日
（
日
）
／
午
前
９
時
～
午

後
４
時　
場
所
：
田
原
文
化
会
館

【
さ
つ
き
展
】
日
時
：
25
日
（
金
）

～
27
日
（
日
）
／
午
前
９
時
～
午

後
４
時　
場
所
：
田
原
市
総
合
体

育
館
ロ
ビ
ー

【
芸
能
大
会
】
日
時
：
27
日
（
日
）

午
前
10
時
30
分
～　
場
所
：
田
原

文
化
会
館
文
化
ホ
ー
ル

▪
渥
美
会
場

【
写
真
展
・
生
け
花
展
】
日
時
：

26
日
（
土
）・
27
日
（
日
）
／
午

前
９
時
～
午
後
４
時　
場
所
：
渥

生
広
場

▪
け
ん
か
凧
合
戦

日
時
：
27
日
（
日
）
午
前
９
時
～

※
雨
天
時
は
、
６
月
３
日
（
日
）

に
延
期　
場
所
：
田
原
市
総
合
体

育
館
周
辺

※
ま
つ
り
の
告
知
凧
を
田
原
文
化

会
館
に
て
事
前
展
示
（
５
月
13
日

日
～
20
日
日
）

▼
田
原
ま
つ
り
会
館

☎
22‐７
３
３
７

田
原
市
音
楽
祭

１
０
０
１
１
３
１

期
日：６
月
２
日（
土
）・３
日（
日
）

場
所
：
田
原
文
化
会
館
文
化
ホ
ー

ル　
入
場
料
：
無
料

▪
学
生
の
部

日
時
：
２
日
（
土
）
午
後
２
時
開

演　
出
演
：
渥
美
農
業
高
校
吹
奏

楽
部
・
成
章
高
校
吹
奏
楽
部
・
市

内
中
学
校
吹
奏
楽
部

▪
一
般
の
部

日
時
：
３
日
（
日
）
午
後
２
時
開

演　
客
演
：
井
上
ト
キ
子
（
ピ
ア

ノ
）　

出
演
：
ジ
ュ
ニ
ア
合
唱
教

室
、
田
原
混
声
合
唱
団
、
渥
美
混

声
合
唱
団
、
田
原
市
吹
奏
楽
団

▼
田
原
市
楽
友
協
会
事
務
局

☎
23‐２
６
８
３
（
金
子
）

広報たはら  平成30年5月│    │19

おしらせ INFORMATION ※ ・ＨＰ=ホームページ／ =市ＨＰでの検索用ページＩＤ／市役所への郵送は【〒441-3492　住所不要】



町
）　

内
容
：

豊
橋
市
と
共
同

で
野
鳥
や
干
潟

の
生
き
物
の
観

察
会　

講
師
：

藤
岡
純
治
氏
・

エ
リ
子
氏　
定
員
：
50
名
（
先
着

順
）　
参
加
料
：
無
料　
持
ち
物
：

長
靴
、
ス
コ
ッ
プ
、
タ
オ
ル
、
帽

子
、飲
み
物
、筆
記
用
具　
申
込：

５
月
17
日
（
木
）
ま
で
に
、電
話・

Ｆ
Ａ
Ｘ・は
が
き
に
て
（
Ｆ
Ａ
Ｘ・

は
が
き
の
場
合
は
、
代
表
者
の
郵

便
番
号
・
住
所
・
電
話
番
号
と
参

加
者
全
員
の
氏
名・年
齢
を
明
記
）

▼
豊
橋
市
環
境
保
全
課

（
〒
４
４
０‐８
５
０
１　
住
所
不

要
）

☎（
０
５
３
２
）51‐２
３
８
６

（
０
５
３
２
）56‐５
５
７
７

講
座

渡
辺
崋
山
を
知
る
た
め
に

日
時
：
５
月
11
日（
金
）午
前
８
時

45
分
～
９
時
30
分　
場
所
：
崋
山

会
館　
内
容
：
ド
ナ
ル
ド
・
キ
ー

ン
の
崋
山
像　
講
師
：
崋
山
・
史

学
研
究
会	

別
所
興
一
氏　

受
講

料
：
無
料　
申
込
：
当
日
会
場
に

て

氏
名
・
電
話
番
号
を
明
記
）　

そ

の
他
：
所
定
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を

修
了
し
た
方
に
修
了
証
書
を
授
与

▼
防
災
対
策
課

☎
23‐３
５
４
８

23‐０
１
８
０

春
の
汐
川
干
潟
自
然
観
察
会

１
０
０
４
８
９
３

対
象
：
ど
な
た
で
も
（
中
学
生
以

下
は
保
護
者
同
伴
）　

日
時
：
５

月
27
日
（
日
）
午
前
10
時
～
正
午

場
所
：
汐
川
干
潟
（
豊
橋
市
杉
山

講
座
・
教
室

田
原
市
防
災
カ
レ
ッ
ジ

１
０
０
５
５
８
１

対
象
：
市
内
在
住
で
、
全
３
回

受
講
可
能
な
方　

日
時
・
場
所
・

内
容
：
左
表
の
と
お
り　

定
員
：

２
０
０
名
（
先
着
順
）　
受
講
料：

無
料　

申
込
：
５
月
25
日
（
金
）

ま
で
に
直
接
・
電
話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
に

て
（
Ｆ
Ａ
Ｘ
の
場
合
は
、
住
所
・

▼
田
原
市
博
物
館

☎
22‐１
７
２
０

22‐２
０
２
８

生
活

防
災
行
政
無
線
を
用
い
た

情
報
伝
達
訓
練

１
０
０
５
５
７
７

内
容
：
地
震
・
津
波
・
武
力
攻
撃

な
ど
の
災
害
時
に
備
え
、
全
国
瞬

時
警
報
シ
ス
テ
ム（
Ｊ

※

ア
ラ
ー
ト
）

を
用
い
た
訓
練
を
今
年
度
は
６
回

予
定
し
て
い
ま
す
。
市
内
設
置
の

防
災
行
政
無
線
か
ら
次
の
内
容
を

一
斉
に
放
送
し
ま
す
。（
全
国
一

斉
で
実
施
し
ま
す
）

▪
日
時

　
５
月
16
日
（
水
）
午
前
11
時
ご

ろ 

▪
放
送
内
容

　

上
り
チ
ャ
イ
ム

　
「
こ
れ
は
J
ア
ラ
ー
ト
の
テ
ス

ト
で
す
」
繰
り
返
し
３
回

　
「
こ
ち
ら
は
、
広
報
た
は
ら
で

す
」

　
下
り
チ
ャ
イ
ム
（
終
了
）

※
【
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
】
地
震
・
津
波
や

武
力
攻
撃
な
ど
の
緊
急
情
報
を
、
国

か
ら
人
工
衛
星
な
ど
を
通
じ
て
瞬
時

に
伝
え
る
シ
ス
テ
ム

▼
防
災
対
策
課

☎
23‐３
５
４
８

23‐０
１
８
０

特
設
人
権
相
談
所
を
開
設

１
０
０
３
６
８
２

　

６
月
１
日
は「
人
権
擁
護
委
員

の
日
」で
す
。
隣
近
所
の
も
め
ご

と
、
差
別
や
名
誉
棄
損
、
体
罰
や

い
じ
め
、
職
場
で
の
セ
ク
ハ
ラ
、

Ｄ
Ⅴ
な
ど
の
相
談
を
受
け
付
け
ま

す
。

日
時
：
６
月
１
日
（
金
）
午
後
1

時
～
４
時　
場
所
：
田
原
福
祉
セ

ン
タ
ー	

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ル
ー
ム

※
相
談
は
無
料
、
秘
密
は
厳
守
し

ま
す
。

▼
地
域
福
祉
課

☎
23‐３
５
１
２

23‐３
５
４
５

日時 内容
【第１回】

6／2土
13：30～16：00
赤羽根文化会館

文化ホール

「田原市の防災対策」
講師＝田原市防災局防災対策課長
「日常にとけこむ防災備蓄術～片づけのプロが伝授～」
講師＝防災アドバイザー・防災士・整理収納アドバイザー
　　　岡部　梨恵子氏

【第 2回】
12／1土

13：30～16：00
田原文化会館
多目的ホール

「地震対策　松竹梅～東日本大震災から学ぶ～」
講師＝東北福祉大学特任講師
        初代仙台市地震防災アドバイザー
　　　亰

きょう
　英次郎氏

【第 3回】
H31／2／24日
13：30～16：00
渥美文化会館
文化ホール

「自主防災活動推進地区活動事例発表」
発表者＝市内自主防災活動推進地区
「災害活動から学ぶこと」
講師＝認定特定非営利活動法人レスキューストックヤード　
        代表理事　栗田　暢之氏

【特別回】
7／7土

10：00～12：00
場所未定

「災害対処学習」
講師＝自衛隊愛知地方協力本部　豊橋地域事務所
●対象＝カレッジ申込者の中から参加を希望する2０名
●参加費＝無料

※内容は変更する場合があります。

田原を美しくする推進デー
６月 3 日（日）／雨天決行

※地区自治会によっては、実施日が異なる場合があります。
時間・集合場所などは、各地区自治会でご確認ください。
道路や公園などに捨てられているごみを拾います。
「きれいな街は、みんなの手で !!」を合言葉に、皆さん
ぜひご参加ください。
▶田原を美しくする会事務局
　（廃棄物対策課内）☎２３‐３５３８
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毎
月
19
日
は「
食
育
の
日
」

～「
共き

ょ
う
し
ょ
く食」の

す
す
め
～

１
０
０
５
５
７
５

　
毎
月
19
日
は
「
食
育
の
日
」
で

す
。

　
食
育
は
、
生
き
る
上
で
の
基
本

で
あ
っ
て
、
知
育
・
徳
育
・
体
育

の
基
礎
と
な
る
も
の
で
す
。「
食

育
の
日
」
に
は
、
家
庭
み
ん
な
で

食
事
を
す
る
「
共
食
」
に
取
り
組

み
ま
し
ょ
う
。

▼
農
政
課

☎
23‐３
５
１
７

22‐３
８
１
７

環
境
保
全
型
農
業
直
接

支
払
交
付
金
制
度１

０
０
５
５
７
６

対
象
：
昨
年
度
と
支
援
の
対
象
と

な
る
農
業
団
体
な
ど
の
要
件
が
変

更
「
国
際
水
準
Ｇ
Ａ
Ｐ
を
実
施
し

て
い
る
こ
と
」な
ど　
支
援
内
容：

①
カ
バ
ー
ク
ロ
ッ
プ（
緑
肥
な
ど
）

の
作
付
け
②
堆
肥
の
施
用
③
有
機

農
業　

申
込
締
切
：
６
月
29
日

（
金
）　
そ
の
他
：
新
規
申
請
の
方

は
事
前
相
談
を
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
農
政
課

☎
23‐３
５
１
７

22‐３
８
１
７

▼
営
農
支
援
課

☎
22‐１
１
２
６

22‐１
１
２
７

経
営
所
得
安
定
対
策
等

加
入
申
請
受
付
会１

０
０
３
６
５
７

　
米
・
麦
・
大
豆
な
ど
に
つ
い
て
、

需
要
に
応
じ
た
生
産
の
促
進
と
所

得
向
上
な
ど
に
よ
り
農
業
経
営
の

安
定
を
図
り
ま
す
。

対
象
：
飼
料
米
な
ど
を
生
産
す
る

販
売
農
家
の
方　

期
日
／
場
所
：

【
５
月
24
日
（
木
）】
渥
美
文
化
会

館　
小
会
議
室
Ａ

【
５
月
25
日
（
金
）】
赤
羽
根
市
民

セ
ン
タ
ー　
第
一
委
員
会
室

【
５
月
30
日
（
水
）】
市
役
所　
大

会
議
室
（
北
庁
舎
１
階
）

時
間
：
い
ず
れ
も
午
後
１
時
30
分

～
２
時
30
分　

持
ち
物
：
印
鑑
、

交
付
金
振
込
口
座
の
分
か
る
も
の

▼
農
政
課

☎
23‐３
５
１
７

22‐３
８
１
７

松
く
い
虫
防
除
の
た
め
の

薬
剤
空
中
散
布

実
施
予
定
日
時：５
月
22
日
（
火
）

午
前
５
時
～
10
時
※
雨
天
、
強
風

な
ど
の
場
合
は
延
期　
場
所
：
中

山
町
他
（
伊
勢
湾
側
の
保
安
林
）

面
積
：
１
６
０
ha　

実
施
主
体
：

愛
知
県

▼
東
三
河
農
林
水
産
事
務
所　
林

務
課

☎（
０
５
３
２
）35‐６
１
７
６

「
人・農
地
プ
ラ
ン
」

更
新
手
続
き 
１
０
０
３
６
７
４

　
「
人
・
農
地
プ
ラ
ン
」
は
、
地

域
農
業
の
目
指
す
べ
き
姿
に
つ
い

て
考
え
、
地
域
の
合
意
な
ど
を
経

て
定
期
的
に
更
新
し
ま
す
。　

対
象
：
市
在
住
の
農
業
者　

内

容
：
ア
ン
ケ
ー
ト
の
記
入
、
今
後

5
年
間
の
経
営
計
画
作
成
な
ど

持
ち
物
：
印
鑑　
申
込
：
6
月
29

日（
金
）ま
で
に
直
接
提
出

▼
農
政
課

☎
23‐３
５
１
７

22‐３
８
１
７

堆
肥
散
布
に
よ
る
悪
臭
な
ど

の
発
生
防
止
に
ご
協
力
を

１
０
０
４
１
４
１

　
こ
れ
か
ら
夏
場
に
か
け
て
、
農

地
へ
堆
肥
散
布
の
時
期
を
迎
え
ま

す
。
昨
年
は
、
近
隣
の
住
宅
や
観

光
施
設
な
ど
か
ら
悪
臭
や
ハ
エ
な

ど
に
関
す
る
苦
情
が
約
20
件
寄
せ

ら
れ
ま
し
た
。

　
堆
肥
を
使
用
す
る
際
に
は
次
の

点
に
注
意
し
、
生
活
環
境
の
保
全

と
水
質
汚
濁
の
防
止
に
ご
協
力
く

だ
さ
い
。

▪
完
熟
堆
肥
の
使
用

十
分
発
酵
し
た
悪
臭
を
伴
わ
な

い
完
熟
堆
肥
を
使
用
す
る
。

▪
散
布
後
、
直
ち
に
鋤
き
込
む

　

散
布
後
、
雨
天
に
よ
り
鋤す

き

込
み
で
き
な
い
こ
と
の
な
い
よ

う
、
天
候
に
注
意
す
る
。

▪
生
活
環
境
に
配
慮
を

　

住
居
や
観
光
施
設
に
近
い
農
地

に
散
布
す
る
場
合
は
、
生
活
環

境
に
十
分
配
慮
し
、
悪
臭
は
も

ち
ろ
ん
ハ
エ
な
ど
の
害
虫
、
粉

じ
ん
や
汚
水
が
発
生
し
な
い
よ

う
に
す
る
。

▪
過
剰
な
堆
肥
散
布
を
し
な
い

　
地
下
水
汚
染
の
原
因
に
も
な
る

過
剰
な
堆
肥
散
布
は
や
め
る
。

▼
環
境
政
策
課

☎
23‐３
５
４
１

23‐１
８
３
２

▼
農
政
課

☎
23‐３
５
１
７

22‐３
８
１
７

製
造
業
事
業
主
の
皆
様
へ

「
工
業
統
計
調
査
」に
ご
協
力

く
だ
さ
い
！

１
０
０
４
９
１
６

　
平
成
30
年
工
業
統
計
調
査
を
実

施
し
ま
す
。
５
月
か
ら
６
月
に
か

け
て
統
計
調
査
員
が
事
業
所
へ
お

伺
い
し
ま
す
。

　
調
査
内
容
は
統
計
法
に
基
づ
き

秘
密
が
厳
守
さ
れ
ま
す
の
で
、
正

確
な
ご
記
入
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
総
務
課

☎
23‐３
５
０
６

23‐０
１
８
０▲工業統計キャラクター

　コウちゃん、コウミちゃん
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期
日
：【
小
学
部
】［
説
明
会
］
６

月
14
日
（
木
）［
体
験
入
学
］
７

月
23
日
（
月
）、
10
月
17
日
（
水
）

【
中
学
部
】［
説
明
会
］
６
月
13
日

（
水
）［
体
験
入
学
］７
月
24
日（
火
）

【
高
等
部
産
業
科
】［
説
明
会
］
５

月
30
日
（
水
）［
体
験
入
学
］
10

月
10
日
（
水
）　

対
象
：
障
害
の

程
度
が
比
較
的
軽
度
の
お
子
さ
ん

▪
豊
川
特
別
支
援
学
校

　
（
豊
川
市
平
尾
町
）

☎（
０
５
３
３
）88‐２
５
５
３

期
日
：【
高
等
部
】［
説
明
会
］
５

月
10
日
（
木
）、
５
月
17
日
（
木
）

対
象
：
知
的
な
発
達
の
遅
れ
の
あ

る
中
学
生
と
そ
の
保
護
者

▪
豊
川
特
別
支
援
学
校
本
宮
校
舎

　
（
豊
川
市
大
木
町
）

☎（
０
５
３
３
）93‐０
５
１
５

期
日
：【
高
等
部
普
通
科
】［
説
明

会
］５
月
22
日（
火
）［
体
験
入
学
］

10
月
４
日（
木
）　
対
象
：
障
害
の

程
度
が
比
較
的
軽
度
の
お
子
さ
ん

▪
豊
橋
聾
学
校

　
（
豊
橋
市
草
間
町
）

☎（
０
５
３
２
）45‐２
０
４
９

（
０
５
３
２
）47‐７
５
４
５

期
日
：【
高
等
部
】［
説
明
会
］
６

月
15
日（
金
）午
後
１
時
30
分
～
３

時
20
分　
対
象
：
聞
こ
え
や
言
葉

教
員
免
許
状
を
お
持
ち
の
方
は

教
員
免
許
の
更
新
が
必
要
で
す 

　
平
成
19
年
６
月
か
ら
、
教
員
免

許
更
新
制
が
実
施
さ
れ
て
い
ま

す
。
教
壇
に
立
つ
見
込
み
の
あ
る

方
は
、
生
年
月
日
に
応
じ
て
修
了

確
認
が
必
要
で
す
。

▼
愛
知
県
教
育
委
員
会
教
職
員
課

☎（
０
５
２
）９
５
４‐６
７
７
２

http://w
w

w
.pref.aichi.jp/

soshiki/kyosyokuin/koushin.
htm

l/県
立・市
立
特
別
支
援
学
校

説
明
会
お
よ
び
体
験
入
学  

申
込
：
直
接
、
各
学
校
へ
電
話
に

て
（
体
験
入
学
以
外
の
日
で
も
応

相
談
）

▪
豊
橋
特
別
支
援
学
校

　
（
豊
橋
市
西
口
町
）

☎（
０
５
３
２
）61‐８
１
１
８

期
日：【
小
・
中
学
部
】［
体
験
入
学
］

６
月
27
日（
水
）、９
月
21
日（
金
）

【
高
等
部
】［
説
明
会
］
６
月
５
日

（
火
）　
対
象
：
手
足
の
不
自
由
な

お
子
さ
ん

▪
豊
橋
市
立
く
す
の
き
特
別
支
援
学
校

　
（
豊
橋
市
野
依
町
）

☎（
０
５
３
２
）29‐７
６
６
０

屋
外
ス
ポ
ー
ツ
施
設
を

早
朝
開
放
し
て
い
ま
す

１
０
０
３
６
６
２

内
容
：
施
設
の
有
効
活
用
の
一
環

と
し
て
、
一
部
の
屋
外
ス
ポ
ー
ツ

施
設
の
早
朝
開
放
を
実
施　
開
放

施
設
：【
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
】
中
央

公
園
・
滝
頭
公
園
・
渥
美
運
動
公

園
【
野
球
場
】
滝
頭
公
園
・
緑
が

浜
運
動
公
園・渥
美
運
動
公
園【
多

目
的
広
場
】
中
央
公
園
・
滝
頭
公

園
・
緑
が
浜
運
動
公
園
・
赤
羽
根

文
化
広
場
・
渥
美
運
動
公
園　
開

放
期
間
：
～
10
月
31
日
（
水
）
／

原
則
、
火
～
日
曜
日　

使
用
料
：

各
施
設
の
規
定
の
使
用
料　

申

込
：
各
施
設
の
窓
口
で
直
接
（
施

設
予
約
シ
ス
テ
ム
は
不
可
）

▼
ス
ポ
ー
ツ
課

☎
22‐６
０
６
１

22‐６
４
５
５

に
障
害
の
あ
る
中
学
生
と
そ
の
保

護
者

▪
大
府
特
別
支
援
学
校

　
（
大
府
市
森
岡
町
）

☎（
０
５
６
２
）48‐５
３
１
１

期
日
：【
小
・
中
・
高
学
部
】［
体

験
入
学
］
７
月
11
日
（
水
）、
10

月
24
日
（
水
）　

対
象
：
病
気
で

療
養
し
て
い
る
お
子
さ
ん

▼
学
校
教
育
課

☎
23‐３
６
７
９

22‐３
８
１
１

水
道
週
間

６
月
１
日
金
～
７
日
木

１
０
０
０
９
８
０

▪
水
の
大
切
さ
を
考
え
ま
し
ょ
う

　
水
道
週
間
は
、
水
道
に
つ
い
て

理
解
と
関
心
を
高
め
、
水
道
事
業

の
発
展
に
資
す
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
、
国
県
を
は
じ
め
各
市
町
村

水
道
事
業
体
な
ど
に
よ
り
毎
年
さ

ま
ざ
ま
な
活
動
を
行
っ
て
い
ま

す
。
本
市
で
は
、
水
の
缶
詰
「
あ

い
ち
の
水
」
の
無
料
配
布
を
行
い

ま
す
。

期
日
：
６
月
１
日
（
金
）
～
（
な

く
な
り
次
第
終
了
）　
配
布
場
所：

水
道
課
お
よ
び
渥
美
支
所
、
赤
羽

根
市
民
セ
ン
タ
ー

▼
水
道
課

☎
23‐３
５
３
２

22‐３
１
８
４

下
水
道
を

正
し
く
使
い
ま
し
ょ
う 

１
０
０
１
０
０
４

▪
下
水
道
接
続
に
ご
協
力
を
！

　
下
水
道
は
、
私
た
ち
の
家
庭
な

ど
か
ら
出
る
生
活
排
水
を
き
れ
い

に
し
て
川
や
海
に
戻
し
、
快
適
な

生
活
環
境
を
つ
く
る
と
共
に
、
海

や
川
を
汚
染
か
ら
守
る
た
め
の
大

切
な
施
設
で
す
。

　
下
水
道
を
使
え
る
区
域
で
ま
だ

接
続
を
し
て
い
な
い
方
は
、
接
続

に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

▪
異
物
を
流
さ
な
い
で
！

　
下
水
道
施
設
へ
異
物
が
流
入
す

る
と
、
故
障
の
原
因
に
な
り
、
適

切
な
汚
水
処
理
が
で
き
な
く
な
り

ま
す
。

　
水
洗
便
器
に
、
ト
イ
レ
ッ
ト
ペ

ー
パ
ー
以
外
の
も
の
を
流
さ
な
い

で
く
だ
さ
い
。

▼
下
水
道
課

☎
23‐３
５
２
５

22‐３
１
８
４
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田
原
市
地
域
職
業
相
談
室

（
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
豊
橋・田
原
）

　
　
　
　
　

１
０
０
２
３
５
１

　

田
原
市
地
域
職
業
相
談
室
で

は
、
仕
事
を
探
し
て
い
る
方
へ
の

職
業
相
談
・
紹
介
お
よ
び
求
人
を

募
集
さ
れ
る
事
業
者
の
求
人
受
付

を
し
て
い
ま
す
。
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

豊
橋
と
同
じ
パ
ソ
コ
ン
で
求
人
検

索
も
行
え
ま
す
。
お
気
軽
に
お
立

ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

利
用
日
時：表
の
と
お
り　
場
所：

田
原
福
祉
セ
ン
タ
ー
１
階

▼
地
域
職
業
相
談
室

☎
24‐０
０
５
０

23‐２
７
６
６

福
祉・介
護
の
就
職
総
合

フ
ェ
ア
～
東
三
河
～

日
時
：
６
月
10
日
（
日
）
午
後
１

時
～
４
時
（
求
職
者
受
付
は
午
後

３
時
45
分
ま
で
）　

対
象
：
新
卒

予
定
の
学
生
お
よ
び
一
般
求
職
者

場
所
：
ロ
ワ
ジ
ー
ル
ホ
テ
ル
豊
橋

（
豊
橋
市
藤
沢
町
１
４
１
）　

内

容
：
求
人
事
業
者
と
の
面
談
な
ど

入
場
料
：
無
料　
そ
の
他
：
豊
橋

駅
西
口
か
ら
無
料
送
迎
あ
り

※
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

▼
豊
橋
市
社
会
福
祉
協
議
会　
豊

橋
市
福
祉
人
材
バ
ン
ク

☎（
０
５
３
２
）52‐１
１
１
１

赤
羽
根
地
区
の
土
地
区
画

整
理
事
業　

１
０
０
５
５
４
６

　

本
市
に

お
け
る
12

番
目
の
土

地
区
画
整

理
事
業
と

し
て
、
田

原
赤
羽
根

土
地
区
画

整
理
組
合
（
太
田
健
理
事
長
）
が

発
足
し
ま
し
た
。

　
土
地
区
画
整
理
事
業
と
は
、
一

定
区
域
内
の
土
地
を
整
形
化
・
再

配
置
し
て
、
快
適
な
居
住
環
境
を

生
み
出
す
た
め
の
も
の
で
、
土
地

所
有
者
の
皆
さ
ん
が
協
力
し
て
ま

ち
づ
く
り
に
参
加
す
る
特
色
が
あ

り
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
に
10
カ
所
の
土
地
区

画
整
理
事
業
が
完
了
し
、
１
カ
所

が
事
業
継
続
中
で
す
。

　

田
原
赤
羽
根
土
地
区
画
整
理

組
合
の
施
行
面
積
は
約
２·

６
ha
。

区
域
は
赤
羽
根
町
新
笹
お
よ
び
天

神
の
各
一
部
で
、
現
況
の
大
部
分

は
山
林
や
農
地
と
な
っ
て
い
ま

す
。
事
業
の
完
了
は
平
成
35
年
３

月
を
予
定
し
て
お
り
、
完
了
後
は

住
宅
や
公
園
、
道
路
な
ど
が
整
然

と
建
ち
並
ぶ
、
潤
い
の
あ
る
住
宅

街
へ
と
生
ま
れ
変
わ
り
ま
す
。

▼
街
づ
く
り
推
進
課

☎
23‐３
５
３
５

22‐３
８
１
１

内容 利用日時

職業相談・紹介
月～金曜日

（祝日・年末年始は除く）
午前９時30分～午後５時

求人受付
（事業者対象）

毎月第２・４水曜日
午前１０時～正午
午後１時～３時

まもなく見頃です！

初立池のしょうぶ園

昔の棚田を利用して栽培しているハナショウブ
をぜひご覧ください。
見　頃：５月下旬～６月中旬
　        （開花状況は市ＨＰに掲載）
規　模： 面積　約3,000 ㎡
            株数　約１２,000 株
場　所：初立池南側散策路沿い３カ所
▶地域課（渥美支所）☎ 33‐1118

1002472

■のるものか	うまい話と	くちぐるま
　～悪質商法から身を守るために～
　悪質商法の手口は年々巧妙になってきてお
り、被害に遭わないようにするには皆さん一人
一人がしっかりした心構えを持つことが大切で
す。業者から勧誘を受けたり、契約をしたりする
ときには用心し、迷ったら一人で悩まずに家族
や警察などへ相談しましょう。
■小学校での防犯教室
　各小学校に防犯対策のパネルを設置し、
「帰宅時における玄関の鍵掛け」「外出時に
おける窓、玄関
の鍵掛け」など
を呼び掛けまし
た。今後各小学
校で防犯教室を
実施して行きま
す。

▶田原警察署☎23-0110
田原警察署だより

T A H A R A
≫田原市のデータ

交通事故発生件数

窃盗犯罪発生件数

火災・救急件数

※（　）内の数字は
　平成30年の累計

3月

●人身13件（48件）
●負傷17人（60人）
●死亡0人（1人）
●物損106件（344件）

●侵入盗3件（5件）
●乗物盗0件（3件）
●非侵入盗8件（27件）

●火災3件（10件）
●救急207件（661件）

◦設立総会の様子
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「
愛
知
県
土
地
開
発
行
為
に
関
す

る
指
導
要
綱
」
の
対
象
）

※
【
開
発
行
為
】
住
宅
用
地
、
工

場
用
地
、
ゴ
ル
フ
場
用
地
、
太
陽

光
発
電
施
設
用
地
な
ど
の
造
成
、

土
石
の
採
取
、鉱
物
の
採
掘
、水
面

の
埋
め
立
て
ま
た
は
干
拓
、し
ゅ
ん

せ
つ
、廃
棄
物
の
埋
め
立
て
、そ
の

他
土
地
の
区
画
形
質
の
変
更

▼
街
づ
く
り
推
進
課

☎
23‐３
５
３
５

22‐３
８
１
１

都
市
計
画
の
変
更
に
関
す
る

説
明
会（
用
途
地
域
な
ど
）

 

１
０
０
５
５
８
０

　

東
三
河
都
市
計
画
区
域
区
分

（
市
街
化
区
域
と
市
街
化
調
整
区

域
）
の
変
更
（
愛
知
県
決
定
）
に

伴
い
、
市
が
決
定
す
る
以
下
の
都

市
計
画
変
更
に
関
す
る
説
明
会
を

行
い
ま
す
。

▪
用
途
地
域

◦
田
原
４
区
地
区
、吉
胡
蔵
王
地
区

▪
地
区
計
画

◦
木
綿
畑
地
区

日
時
：
５
月
28
日
（
月
）
午
後
７

時
～　
場
所
：
市
役
所　
大
会
議

室
（
北
庁
舎
１
階
）

▼
街
づ
く
り
推
進
課

☎
23‐３
５
３
５

22‐３
８
１
１

定
し
て
い
ま
す
。

▪
指
定
地
域

◦
田
原
木
綿
畑

◦
田
原
片
西

◦
シ
ー
サ
イ
ド
田
原
光
崎

◦
臨
海
田
原
1
区

◦
田
原
浦
鬼
塚
内
陸
企
業
団
地

◦
田
原
浦
片

◦
大
久
保
団
地

届
け
出
：
地
区
計
画
の
区
域
内
に

お
い
て
、
土
地
の
区
画
形
質
の
変

更
、
建
築
物
の
建
築
な
ど
を
行
う

場
合
は
、
着
手
日
の
30
日
前
ま
で

に
届
け
出
が
必
要

▼
街
づ
く
り
推
進
課

☎
23‐３
５
３
５

22‐３
８
１
１

大
規
模
な
開
発
行
為
は

事
前
協
議
が
必
要
で
す

１
０
０
１
５
０
４

　
本
市
で
は
、
土
地
の
秩
序
あ
る

利
用
と
保
全
を
図
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
、「
田
原
市
土
地
開
発
行

為
に
関
す
る
指
導
要
綱
」
を
定
め

て
い
ま
す
。
市
内
で
開
発
行
為
を

行
う
場
合
は
、
あ
ら
か
じ
め
、
市

と
の
協
議
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

対
象
：
開
発
区
域
面
積
が

３
０
０
０
㎡
以
上
１
万
㎡
未
満
の

開
発
行
為（
１
万
㎡
以
上
の
場
合
は
、

【
縦
覧
】東
三
河
都
市
計
画

の
変
更（
地
区
計
画
）

１
０
０
１
５
０
２

　

建
築
基
準
法
改
正
に
伴
い
記
載

内
容
に
項
ず
れ
が
生
じ
た
地
区
計

画
（
田
原
浦
片
、
田
原
片
西
、
臨

海
田
原
１
区
、
田
原
浦
鬼
塚
内
陸

企
業
団
地
）
に
つ
い
て
変
更
手
続

き
を
進
め
て
き
ま
し
た
が
、
４
月

１
日
付
け
で
法
手
続
が
終
了
し
ま

し
た
。

縦
覧
時
間
：
午
前
８
時
30
分
～
午

後
５
時
15
分
（
土
・
日
曜
日
、
祝

日
を
除
く
）　

縦
覧
場
所
：
街
づ

く
り
推
進
課
（
北
庁
舎
２
階
）　

※
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

▼
街
づ
く
り
推
進
課

☎
23‐３
５
３
５

22‐３
８
１
１

地
区
計
画
区
域
内
で
の

行
為
な
ど
の
届
け
出

１
０
０
２
３
２
２

　
地
区
の
特
性
に
ふ
さ
わ
し
い
態

様
を
備
え
た
良
好
な
居
住
環
境
を

実
現
す
る
た
め
、
道
路
、
公
園
な

ど
の
配
置
や
建
築
物
の
用
途
や
形

態
な
ど
に
関
す
る
ル
ー
ル
で
あ
る

地
区
計
画
を
、
以
下
の
地
域
で
指

大
規
模
な
土
地
取
引
は

届
け
出
が
必
要
で
す

１
０
０
１
５
０
４

　
一
定
面
積
以
上
の
土
地
取
引
を

行
う
場
合
に
は
、
面
積
な
ど
に
応

じ
て
契
約
前
ま
た
は
契
約
後
に
届

け
出
が
必
要
で
す
。
ど
ち
ら
の
届

け
出
も
、
ま
と
ま
っ
た
一
体
的
な

土
地
が
対
象
に
な
り
ま
す
。

▪
契
約
前
に
必
要
な
届
け
出

対
象
：
市
街
化
区
域
に
属
す
る

５
０
０
０
㎡
以
上
の
土
地
取
引
に

際
し
、
土
地
を
譲
り
渡
そ
う
と
す

る
人　
届
け
出
時
期
：
土
地
売
買

契
約
を
行
う

前（
一
定
期

間
契
約
行
為

が
制
限
さ
れ

ま
す
）

▪
契
約
後
に
必
要
な
届
け
出

対
象
：
市
街
化
区
域
に
属
す
る

２
０
０
０
㎡
以
上
の
土
地
ま
た

は
市
街
化
調
整
区
域
に
属
す
る

５
０
０
０
㎡
以
上
の
土
地
取
引
に

際
し
、
土
地
を
譲
り
受
け
た
人　

届
出
時
期
：
土
地
売
買
契
約
日
を

含
め
２
週
間
以
内

▼
街
づ
く
り
推
進
課

☎
23‐３
５
３
５

22‐３
８
１
１

「たはら暮らし」の魅力
写真で発信中！
　本市ではインスタグラムに公式アカウント「tahara_
kurashi（たはら暮らし）」を開設しています。
　「たはら暮らし」には、私たち
が日頃目にしている市内の風景
や暮らしのひとコマ、地域のイ
ベントなどの写真を投稿してい
ます。
　また、キーワードで写真が集
まるインスタグラムの仕組みを
利用し、市アカウントの閲覧登
録者に「＃たはら暮らし」のキー
ワードを付けた投稿を呼び掛け
ています。
　あなたの知らない田原市を発
見できるかもしれません。ぜひ
のぞいてみてください。

▶広報秘書課☎ 22-0138
1004334
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無
戸
籍
者
解
消
の
た
め
の
相

談
窓
口
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

１
０
０
０
７
６
２

　
出
生
届
を
提
出
し
な
い
と
戸
籍

に
記
載
さ
れ
ま
せ
ん
。
戸
籍
が
な

い
と
人
生
の
さ
ま
ざ
ま
な
段
階
で

不
利
益
を
被
り
ま
す
。
一
人
で
悩

ま
ず
に
、
電
話
で
法
務
局
ま
た
は

市
民
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

相
談
は
無
料
で
、
内
容
の
秘
密
は

固
く
守
ら
れ
ま
す
。

日
時：
午
前
９
時
～
午
後
５
時（
土

日
祝
除
く
）

▼
名
古
屋
法
務
局
豊
橋
支
局

☎（
０
５
３
２
）54‐９
２
７
８

（
０
５
３
２
）54‐９
２
８
０

▼
市
民
課

☎
23‐３
５
１
１

23‐４
２
７
０

国
有
地
売
却

　
市
内
に
所
在
す
る
国
有
財
産
を

売
却
し
ま
す
。

所
在
地
：
小
塩
津
町
寺
道
１
番
１

外
４
筆　

地
目
：
宅
地　

面
積
：

１
０
０
０·

88
㎡　

売
却
方
法
：
一

般
競
争
入
札　
入
札
受
付
期
間
：

５
月
22
日
（
火
）
～
31
日
（
木
）

※
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。　

▼
東
海
財
務
局
第
4
統
括
部
門

☎（
０
５
２
）９
５
１‐１
７
１
０

寄
付

　
次
の
方
々
か
ら
ご
寄
付
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。
ご
厚
意
に
感
謝
し

ま
す
。

▼
３
月
14
日
、
田
原
パ
シ
フ
ィ
ッ

ク
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
様
か
ら
、

教
育
環
境
の
充
実
の
た
め
、
田
原

福
祉
専
門
学
校
に
、
ト
ー
ン
チ
ャ

イ
ム
９
セ
ッ
ト
、
障
害
児
用
三
輪

車
１
台
、
標
準
型
車
椅
子
３
台
、

超
多
機
能
車
椅
子
１
台
。

▼
３
月
14
日
、
田
原
ロ
ー
タ
リ
ー

ク
ラ
ブ
様
か
ら
、
教
育
環
境
の
充

実
の
た
め
、
田
原
福
祉
専
門
学
校

に
、
介
護
福
祉
士
の
仕
事
に
関
す

る
Ｄ
Ｖ
Ｄ
３
本
、
音
声
認
識
人
形

２
体
。

▼
３
月
22
日
、
ア
イ
シ
ン・エ
ィ・

ダ
ブ
リ
ュ
株
式
会
社
様
か
ら
防
災

力
向
上
の
た
め
、
ワ
イ
ヤ
レ
ス
ア

ン
プ
セ
ッ
ト
一
式
、
一
眼
レ
フ
カ

メ
ラ
１
台
。

　便利な土曜日の時間外窓口をご利用
ください。また、電話予約による証明書
の時間外交付は下記をご覧ください。

▼ 市民課	☎23-3511

▼ 税務課	☎23-3509

▼ 渥美支所市民生活課	☎33-1112

開設日時 毎週土曜日（年末年始を除く）
午前８時30分～午後０時30分

取扱業務

◦各種証明書の交付
　住民票の写し、印鑑登録証明書、
　戸（除）籍謄抄本
◦印鑑登録
◦戸籍届書受領

市役所時間外窓口を開設しています
▪時間外窓口　市民課（南庁舎１階）

◦お問い合わせ◦

▪電話予約による証明書の時間外交付について
　事前（できるだけ前日または当日）に下記時間帯に電話で予約するこ
とにより、平日の時間外や土・日曜日、祝日に、各種証明書を受け取るこ
とができます。ぜひご利用ください。
交付できる証明書など

▲ 市民課＝住民票の写し、印鑑登録証明書（予約時に登録証の番号をお聞きします）

▲ 税務課＝納税証明書（軽自動車税を除く）、所得証明書、課税証明書、評
価証明書、所有証明書

▲ 渥美支所市民生活課＝住民票の写し、印鑑登録証明書（予約時に登
録証の番号をお聞きします）、納税証明書（軽自動車税を除く）、所得証明書、
課税証明書、評価証明書、所有証明書

電話予約・受け取りができる方

▲ 住民票の写し＝本人または同一世帯の方

▲ 印鑑登録証明書＝本人またはその代理人

▲ 税務関係証明書＝本人または同一世帯の親族の方
電話による予約の受付時間
月～金曜日　午前８時30分～午後５時15分
※祝日・年末年始を除く

交付場所
市役所宿直室（北庁舎１階）
渥美文化会館（農村環境改善センター事務室）
交付時間
年末年始を除く、以下の時間で交付します。
◦月～金曜日　午後５時30分～７時
◦土・日曜日、祝日　午前８時30分～午後５時
※渥美文化会館（農村環境改善センター事務
室）は土・日曜日、祝日のみ

交付のときに必要なもの
◦受取人本人であることが確認できるもの
（運転免許証、パスポ
ート、マイナンバーカード
［個人番号カード］、住基
カード［写真付き］など）

◦印鑑登録証明書の場合
は、印鑑登録証
◦手数料

1000770
注目！
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金 土 日

4 5 6
特別おはなし会

10：30～ 14:00～
鎧を着てみよう （要予約）
9：30～12：00

11 12 13
おはなし会  
14：00～

農業体験「田植え」 （要予約）
10：00～ 以上とその家族

18 19 20
おはなしポケット  
10：30～

おはなし会
10：30～

25 26 27
おはなし会  
10：30～

6/1 2 3
おはなしの部屋
15：00～
おはなし会

10：30～ 14：00～

8 9 10
おはなし会  
14：00～

子育て支援センター
▶子育て支援課（市役所内）
☎23‐3513

ひまわりルーム
（稲場保育園内）
☎23-0987
なのはなルーム
（伊良湖岬保育園内）
☎38-0760

◆開放日：毎週月曜日～金曜
日（祝日・お盆期間・年末年
始を除く）

※毎月 第3水曜午後休館
◆時間：9：30～12：00、13：

00～15：30
※毎日11：15～手遊び、絵本

の読み聞かせなど実施
◆対象：未就園児とその保護者
◆利用方法：予約不要
◆出張子育てひろば：赤羽

根福祉センター（毎週火
曜日9：30～11:00）・泉市
民館（毎週金曜日9：30～
11:00）

対　象＝市内の小学校に通う１～６年生の児童（児童クラブは保護者が就労などの
理由で昼間家庭にいない児童）

申　込＝６月１日（金）までに、生涯学習課およびクラブ・教室で配布する申込書類に
必要事項を記入の上、生涯学習課または渥美支所市民生活課へ直接提出

その他＝①定員を超えた場合は、学年の低い順または保護の困難性の高い順に参
加を認めます。場合によっては、待機となることがあります。②詳しく
は、５月上旬に小学校を通して配布する応募要項をご覧ください。

▶生涯学習課　☎23‐3635 22-3811

夏休み児童クラブ、放課後子ども教室 1004077	 1004078

◆開館時間：9：30～12：00、
13：00～17：00

◆休館日：月曜日（月曜日が祝
日の場合は翌日の火曜日）

◆対象：０～１８歳未満の児童
（小学校入学前の乳幼児は
保護者の付き添いが必要）

田原児童センター
▶田原児童センター
☎23‐4761

1001099

田原市図書館
▶中央図書館
☎23‐4946
▶赤羽根図書館
☎45‐3426
▶渥美図書館
☎33‐1114

対  

象

乳児（0～2歳児）
幼児（3～5歳児）
小学生
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教室名／日時／場所＝右表のとおり
定員＝各10組（抽選）
参加料・受講料＝各1,000円（材料費別）
申込＝開催２週間前までに電話・FAXにて　

（FAXの場合は教室名・参加者氏
名・住所・電話番号を明記）

▶生涯学習課
☎23‐3635 22-3811

市民カレッジ 1001127

月 火 水 木

30 1 2 3
ちいさなおはなし会
10：30～

7 8 9 10
ぴよぴよおはなし会
10：30～、11：00～

14 15 16 17
誰にでもあるよイヤイヤ期
11：00～11:30

チャレンジ「くるりんスキップ」
以上

こりすの部屋
10:30～

はらぺこMommysおはなし会
10：30～、11：00～

21 22 23 ７カ国語であそぼう！ 24
10：45～11：15
ちいさなおはなし会
10：30～
はらぺこMommysおはなし会
10：30～

28 29 30 31
工作「歩く紙の馬」

以上 
避難訓練 ※訓練中は閉館
午前 以上

子育てワンポイントアドバイス
10：30～ の保護者

4 5 6 7
ちいさなおはなし会
10：30～

今月から
カレンダー方式に
リニューアル2018 May

イベントカレンダー5月 場  

所
渥美図書館
赤羽根図書館
中央図書館

ひまわりルーム
なのはなルーム

児童センター

サンテパルクたはら
田原市博物館

教室名（材料費） 日　時 場所／対象

0歳からの習い事
☆ゆび絵☆

（毎回４00円）

6/8（金）、6/22（金）、
8/3（金）、8/24（金）、
9/28（金）　全５回
10:00～11:00

田原文化会館
お座りができる年齢～就園前

オイルを使わない親子の
タッチケア・マッサージ

（100円）

6/15（金）、6/22（金）、
7/6（金）、7/20（金）、
7/27（金）　全５回
10:30～11:30

田原福祉センター
首すわり～よちよち歩き前（目
安として３～10カ月くらい）

▲農業体験「田植え」の様子
　サンテパルクたはら
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市役所内
☎23‐3515
あつみライフランド
☎33‐0386

健康課

１
人
、女
性
４
人
に
1
人
が
肥
満
と
い
う

こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。こ
の
結
果
は
県

内
の
市
町
村
の
中
で
ワ
ー
ス
ト
１
位
で

す
。こ
の
た
め
昨
年
度
、本
市
で
は
、「
脱
！

肥
満
宣
言
」を
行
い
、さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組

み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

▪
赤
羽
根
校
区
を
健
康
で
元
気
な
ま
ち
に

す
る
に
は
？

　

赤
羽
根
校
区
で
は
、校
区
の
健
康
課
題

（
※
１
）や
そ
の
対
策
を
話
し
合
う「
赤
羽

根
校
区
健
康
づ
く
り
を
考
え
る
会
」を
開

催
し
ま
し

た
。校
区

に
住
む
25

名
の
方
が

３
日
間
に

渡
り
対
策

を
話
し
合

い
、20
年

後
も
み
ん

な
が
健
康

で
元
気
で

い
ら
れ
る

た
め
に
、「
自
分
や
家
族
が
で
き
る
こ
と
」

「
赤
羽
根
校
区
み
ん
な
で
で
き
る
こ
と
」を

出
し
合
い
、「
赤
羽
根
校
区
や
ら
M
Ｙ（
ま

い
）プ
ロ
グ
ラ
ム
」を
作
成
し
ま
し
た
。

　

こ
の
作

業
の
中
で
、

地
域
の
特

徴
や
生
活

背
景
に
つ

い
て
、意
見

を
出
し
合

い
、赤
羽
根

校
区
の
特

色
を
生
か
し
た
健
康
づ
く
り
を
考
え
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　
こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
活
用
し
て
、今
後
、

赤
羽
根
校
区
が
健
康
で
元
気
な
ま
ち
に

な
れ
る
よ
う
に
、地
域
と
行
政
が
一
体
と

な
っ
て
健
康
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

　
今
回
の
地
域
で
の
健
康
づ
く
り
を
考
え

る
会
は
、泉
校
区
に
次
い
で
2
校
区
目
の

開
催
で
す
。こ
う
し
た
活
動
は
、地
域
の
健

康
づ
く
り
や
、介
護
予
防
に
つ
な
が
り
ま

す
。健
康
課
で
は
、こ
の
活
動
を
全
校
区
で

実
施
で
き
る
よ
う
、今
後
も
支
援
し
て
い

き
ま
す
。

　

皆
さ
ん
で
声
を
掛
け
合
っ
て
、身
近
な

場
所
で
仲
間
と
共
に
健
康
づ
く
り
に
取
り

組
み
ま
し
ょ
う
。

地
域
の
健
康
づ
く
り
に
み
ん
な
の
思

い
と
ア
イ
デ
ア
を
！

～
赤
羽
根
校
区
健
康
づ
く
り
を
考
え

る
会
～

　
本
市
は
、「
み
ん
な
が
幸
せ
を
感
じ
て
暮

ら
せ
る
ま
ち
」の
実
現
を
目
指
し
、平
成
27

年
３
月
に「
健
康
た
は
ら
21
第
２
次
計
画
」

を
策
定
し
ま
し
た
。こ
の
計
画
は
、「
健
康

寿
命
の
延
伸
」「
健
康
格
差
の
縮
小
」を
基

本
理
念
と
し
、「
健
康
づ
く
り
」を
個
人
や

行
政
だ
け
で

行
う
の
で
は

な
く
、地
域

で
お
互
い
に

支
え
合
う
と

い
う
仕
組
み

を
目
指
し
て

い
ま
す
。　

こ
の
計
画
を

策
定
す
る
中

で
、市
内
の

男
性
３
人
に

赤羽根校区の健康課題（※1）
◦特定健診の受診率（60歳代）・肺がん　
　検診の受診率が低い
◦若い人ほど肥満傾向（特に女性に多い）
◦男性で夕食後に間食を取る人が多い
◦女性の歩行速度がゆっくりな傾向

●❶ ●❷ ●❹●❸ ●❺

デスクワークなど、長時間同じ姿勢で仕事をして
いると、肩まわりや背中の筋肉が硬くなってしまい
ます。ゆったりとしたストレッチで血行を良くし、体を
スッキリさせましょう。
スポーツ課☎23-3531

❶正座をして、両手を後ろに伸ばして組む。
❷息を吸って両腕を上に上げる。
❸息を吐きながら上体を前に倒して、おでこを床につける。
　深い呼吸を２～３呼吸続ける。
　❹息を吸いながら体を起こす。
❺息を吐きながら両手を膝の上に戻す。　※①～⑤を5回程度繰り返す。

118

夕食後に
お菓子とか
食べるよね。

健診に誘い合
って行けると
いいね。
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市役所内
☎23‐3515
あつみライフランド
☎33‐0386

健康課

フ
ラ
ン
ド
へ
提
出
【
そ
の
他
】
申
請
者
が

定
員
（
２
名
）
を
上
回
る
場
合
は
、
審
査

に
よ
り
交
付
を
決
定
し
ま
す
。

※
詳
し
く
は
市
Ｈ
Ｐ
、
ま
た
は
健
康
課
へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▪
歯
の
健
康
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
の
開
催

　
　
　
　
　
　
　
　

１
０
０
４
９
２
７

　

田
原
市
歯
科
医
師
会
の
主
催
に
よ
り

「
歯
と
口
の

健
康
週
間
」

に
合
わ
せ
て

イ
ベ
ン
ト
を

開
催
し
ま

す
。
ど
な
た

で
も
参
加
で

き
ま
す
。
お

気
軽
に
お
出

掛
け
く
だ
さ

い
。

【
日
時
】
５
月
20
日
（
日
）
午
前
10
時
～

午
後
０
時
30
分
（
受
付
正
午
ま
で
）【
場

所
】
田
原
文
化
会
館
多
目
的
ホ
ー
ル
【
内

容
】
歯
科
健
診
、
フ
ッ
化
物
塗
布
、
歯
並

び
や
歯
周
病
・
義
歯
な
ど
の
相
談
、
口
の

中
の
細
菌
検
査
コ
ー
ナ
ー
、
む
し
バ
ス

タ
ー
ズ
と
歯
磨
き
、
小
中
学
生
が
描
い
た

ポ
ス
タ
ー
展
示
、
食
生
活
ク
イ
ズ
、
健
康

チ
ェ
ッ
ク
、
災
害
時
に
備
え
る
口
腔
ケ
ア

の
紹
介
な
ど
【
参
加
費
】
無
料
【
申
込
】

不
要

▪「
あ
と
１
０
０
０
歩
！
歩
か
ま
い
」

			

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
で
健
康
に
！

　
　
　
　
　
　
　
　

１
０
０
１
９
6
１

【
対
象
】
市
民
ま
た
は
市
内
在
勤
・
在
学

の
方
【
実
施
期
間
】
６
月
１
日
（
金
）
～

平
成
31
年
２
月
28
日
（
木
）【
参
加
方
法
】

①
健
康
課
②
あ
つ
み
ラ
イ
フ
ラ
ン
ド
③
赤

羽
根
市
民
セ
ン
タ
ー
に
あ
る
応
募
用
紙

と
「
東
海
道
五
十
三
次
ま
た
は
渥
美
半

島
ぐ
る
っ
と
一
周
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
記
録

表
（
以
下
、
記
録

表
）」
を
入
手
し
、

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
の

記
録
を
記
入
（
記

録
表
は
市
Ｈ
Ｐ
か

ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
可
）【
提
出
方

法
】
７
月
２
日

（
月
）
～
平
成
31

年
２
月
28
日（
木
）

ま
で
に
応
募
用
紙

と
記
録
表
を
①
～

③
の
提
出
場
所
へ

提
出
（
期
間
中
参

加
は
、
一
人
一

回
）　
【
そ
の
他
】
82
万
５
千
歩
（
東
海
道

五
十
三
次
）
ま
た
は
、
17
万
５
千
歩
（
渥

美
半
島
ぐ
る
っ
と
一
周
）
を
達
成
さ
れ
た

方
に
た
ま
ぽ
２
０
０
ポ
イ
ン
ト
引
換
券
を

進
呈
し
ま
す
。

【
お
知
ら
せ
】

▪
健
康
づ
く
り
リ
ー
ダ
ー
登
録
研
修
会
の

受
講
費
用
を
助
成
し
ま
す

　
　
　
　
　
　
　
　

１
０
０
５
２
２
３

　
「
健
康
た
は
ら
21
第
２
次
計
画
」
に
基

づ
き
、市
民
の
健
康
づ
く
り
（
運
動
分
野
）

を
推
進
す
る
た
め
に
、
研
修
費
用
の
一
部

を
助
成
す
る
制
度
で
す
。

【
対
象
】
次
の
全
て
を
満
た
す
方
①
市
内

在
住
②
市
税
に
滞
納

が
な
い
③
平
成
30
年

度
愛
知
県
健
康
づ
く

り
リ
ー
ダ
ー
バ
ン
ク

登
録
研
修
会
受
講
④

助
成
金
交
付
後
愛
知

県
健
康
づ
く
り
リ
ー
ダ
ー
連
絡
協
議
会
東

三
河
ブ
ロ
ッ
ク
田
原
市
支
部
に
３
年
以
上

加
入
し
活
動
で
き
る
方
⑤
市
や
地
域
の
依

頼
に
応
じ
て
運
動
指
導
な
ど
を
行
え
る
方

【
助
成
対
象
経
費
】
①
受
講
に
か
か
る
往

復
の
旅
費
②
健
康
度
評
価
費
用
な
ど
【
助

成
対
象
額
】
助
成
対
象
経
費
の
２
分
の
１

以
内
（
上
限
１
万
６
０
０
０
円
）【
申
請

期
間
】
研
修
会
最
終
日
か
ら
起
算
し
て
30

日
以
内
、
ま
た
は
平
成
31
年
３
月
31
日
の

い
ず
れ
か
早
い
日
ま
で
【
申
請
方
法
】
①

健
康
度
評
価
費
用
領
収
書
（
写
）
②
愛
知

県
健
康
づ
く
り
リ
ー
ダ
ー
バ
ン
ク
登
録
証

（
写
）
を
健
康
課
、
ま
た
は
あ
つ
み
ラ
イ

●休日当直医 ※当直医は変更になる場合がありますので、医療機関または市役所へご確認の上、受診してください。　市役所◦☎22‐1111（代表）

診療時間　医科●9：00～17：00／歯科●9：00～12：00　
夜間や、かかりつけの医師が不在のとき　渥美病院●☎22‐2131

月　日 当直医 電話番号

	5月13日（日）
藤岡医院 ☎32‐1515
山本耳鼻咽喉科 ☎24‐4100
赤石歯科クリニック ☎23‐7300

	5月20日（日） 朽名医院 ☎33‐0162
鈴木歯科医院 ☎32‐0239

	5月27日（日） おかだクリニック ☎37‐0001
あおきファミリー歯科 ☎32‐2700

	6月	3日（日）

國見医院 ☎22‐0756
まち眼科 ☎22‐2710
田原南こころのクリニック ☎27‐7100
平野歯科医院 ☎22‐0214

月　日 当直医 電話番号

	5月	3日（木・祝） 昭和医院 ☎32‐3749
伊藤歯科医院 ☎22‐1104

	5月	4日（金・祝） ふれあいばし診療所 ☎29‐2500
金田歯科医院 ☎24‐1800

	5月	5日（土・祝） 第2国見医院 ☎23‐2302
ふくしま歯科医院 ☎37‐1182

	5月	6日（日） 富永医院 ☎23‐1316
山内歯科医院 ☎23‐1525

◦昨年の様子
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③
市
職
員
と
高
齢
福
祉
課
職
員
が
現
場
を
確
認

④
対
象
と
認
め
ら
れ
た
場
合
、
補
助
を
決
定

⑤
工
事
実
施

⑥
工
事
完
了
後
、
必
要
書
類
を
そ
ろ
え
、
市
へ

工
事
の
完
了
報
告

⑦
市
が
現
場
を
確
認
し
、
補
助
金
を
交
付

【
注
意
事
項
】

◦
工
事
着
工
後
の
補
助
金
申
請
は
認
め
ら
れ
ま

せ
ん
の
で
、
必
ず
着
工
前
に
現
場
確
認
が
で

き
る
よ
う
申
請
を
し
て
く
だ
さ
い
。

◦
対
象
と
な
る
高
齢
者
が
、
要
介
護
認
定
を
受

け
て
い
る
場
合
、
工
事
の
内
容
に
よ
り
、
介

護
保
険
制
度
の
住
宅
改
修
が
優
先
さ
れ
ま

す
。

◦
世
帯
に
つ
き
１
回
限
り
の
補
助
で
す
。

【
申
込
】

　
平
成
31
年
１
月
31
日
ま
で
に
高
齢
福
祉
課
へ

「
申
請
書
」「
工
事
見
積
書
の
写
し
」「
改
善
前

の
写
真
、
改
善
前
・
改
善
後
の
見
取
図
（
平
面

図
）」
を
直
接
提
出

※
毎
月
第
２
水
曜
日
ま
で
の
申
請
と
第
４
水
曜

日
ま
で
の
申
請
を
取
り
ま
と
め
、
現
場
確
認
を

実
施
し
ま
す
。

▪
よ
く
あ
る
質
問

Ｑ
１　
ど
の
よ
う
な
改
善
が
補
助
対
象
と
な
り

ま
す
か
。

Ａ
1　
手
す
り
の
取
り
付
け
や
、
ト
イ
レ
・
風

人
に
や
さ
し
い
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
補
助
金

　
市
で
は
、
高
齢
者
を
対
象
に
さ
ま
ざ
ま
な
生

活
支
援
サ
ー
ビ
ス
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
「
人
に

や
さ
し
い
住
宅
リ

フ
ォ
ー
ム
補
助
金
」

に
つ
い
て
ご
紹
介
し

ま
す
。

【
対
象
】

　

市
内
在
住
で
65
歳
以
上
の
方
が
い
る
世
帯

【
内
容
】

　
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
経
費
の
２
分
の

１
（
上
限
15
万
円
）

◦
居
室
、
浴
室
、
ト
イ
レ
な
ど
の
段
差
解
消
や

手
す
り
の
取
り
付

け
な
ど
高
齢
者
が

暮
ら
し
や
す
い
環

境
に
改
善
す
る
場

合
◦
防
災
ベ
ッ
ド
、
防

災
フ
レ
ー
ム
、
耐
震
シ
ェ
ル
タ
ー
な
ど
を
設

置
す
る
場
合

【
補
助
の
流
れ
】

①
必
要
書
類
を
そ
ろ
え
、
申
請

②
申
請
後
、
市
で
内
容
を
審
査

呂
の
段
差
を
な
く
す
工
事
な
ど
、
高
齢
者
が

暮
ら
し
や
す
く
な
る
工
事
の
補
助
で
す
。

　
　
例
え
ば
、
和
式
便
器
か
ら
洋
式
便
器
へ
の

リ
フ
ォ
ー
ム
な
ど
も
対
象
工
事
と
な
り
ま
す

が
、
洋
式
便
器
か
ら
洋
式
便
器
へ
の
取
り
替

え
は
補
助
の
対
象
外
と
な
り
ま
す
。

Ｑ
２　
申
請
は
ど
の
よ
う
に
す
る
の
か
。

Ａ
２　
工
事
を
予
定
し
て
い
る
業
者
に
相
談
の

上
、
必
要
書
類
の
準
備
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　

Ｑ
３　
家
全
体
の
リ
フ
ォ
ー
ム
を
考
え
て
い
ま

す
が
、
補
助
申
請
は
で
き
ま
す
か
。

Ａ
３　
補
助
対
象
と
な
る
部
分
の
み
の
申
請
も

可
能
で
す
。
必
要
書
類
の
内
容
な
ど
は
事
前

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
住
み
慣
れ
た
家
で
い
つ
ま
で
も
暮
ら
せ
る
よ

う
、
ぜ
ひ
、
こ
の
制
度
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▼
高
齢
福
祉
課

☎
23‐
４
６
５
４

23‐
３
５
４
５
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カスミソウ
（花／出荷時期：１０月～6月）

かわいらしい見た目で、ブー
ケの脇役としてよく使われま
す。県内1位の生産量で、約
137万本出荷されています。

花ことば

清らかな心

ブーゲンビレア
（鉢花／出荷時期：４月～７月）

つる性花木で、花に見えるの
は葉の一部です。県内2位の
生産量で、約7万鉢が出荷さ
れています。

花ことば

情熱・あなたしか見えない

農政課  ☎23-3517

花 鉢

26

今月の 5月の

さ
ん
の
人
の
目
に
触
れ
る
機
会
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
本
市
が
花
の
ま
ち
だ
と
知
っ
て
も
ら
い
、
花
を
贈

る
き
っ
か
け
と
な
れ
ば
、
と
考
え
て
い
ま
す
。
皆
さ

ん
も
感
謝
の
気
持
ち
や
愛
情
を
込
め
て
、渥
美
半
島・

田
原
市
の
花
を
大
切
な
人
へ
贈
っ
て
み
て
は
い
か
が

で
し
ょ
う
か
。

▪
花
の
ま
ち
か
ら
の
プ
レ
ゼ
ン
ト

　
「
ア
ニ
バ
ー
サ
リ
ー
フ
ラ
ワ
ー
ギ
フ
ト
」

　

ご
結
婚
さ
れ
た
ご
夫
婦
に
お
祝
い
と
し
て
ア
ニ

バ
ー
サ
リ
ー
フ
ラ
ワ
ー
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
て
い
ま

す
。
こ
れ
は
、
新
生
活
の
門
出
を
迎
え
る
二
人
へ
の

お
祝
い
の
気
持
ち
と
、
こ
れ
か
ら
家
族
に
な
る
二
人

が
、
生
活
の
中
で
自
然
に
花
を
贈
り
合
う
よ
う
に
な

る
こ
と
を
目
的
と
し
た
も
の
で
す
。
い
つ
も
身
近
に

花
が
あ
る
こ
と
で
明
る
く
幸
せ
な
家
庭
を
築
い
て
い

た
だ
く
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

【
対
象
】
本
市
に
婚
姻
届
を
提
出
し
、
市
内
に
住
む

予
定
の
ご
夫
婦

【
品
目
】
ア
レ
ン
ジ

フ
ラ
ワ
ー
・
鉢
物
・

鉢
花
《
ア
ジ
サ
イ

（
４・５
月
）
ハ
イ
ビ

ス
カ
ス
（
６
月
）
ア

ン
ス
リ
ウ
ム
（
７
～

９
月
）
シ
ク
ラ
メ
ン

（
10
～
12
月
）
ベ
ゴ

ニ
ア
（
１
～
３
月
）》

「
日
本
一
の
花
の
生
産
地
か
ら
、
日
本
一
花
を
贈
る

ま
ち
に
」
を
目
指
し
て

　
本
市
は
、
農
業
産
出
額
全
国
一
位
を
誇
る
農
業
の

ま
ち
で
あ
り
、
花
の
生
産
も
全
国
ト
ッ
プ
で
す
。
キ

ク
、ア
ル
ス
ト
ロ
メ
リ
ア
、鉢
花
や
観
葉
植
物
な
ど
、

た
く
さ
ん
の
種
類
の
花
が
生
産
さ
れ
て
い
ま
す
。
本

市
で
は
、
花
の
生
産
地
と
い
う
だ
け
で
な
く
、
花
を

贈
る
ま
ち
と
な
る
こ
と
を
目
指
し
て
、
さ
ま
ざ
ま
な

取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

▪
渥
美
半
島
の
花
と
鉢
花

　
美
容
院
や
医
療
施
設
、
公
共
施
設
な
ど
で
「
渥
美

半
島
の
花
と
鉢
花
」
の
ポ
ス
タ
ー
を
見
か
け
た
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

　
本
市
で
は
、
渥
美
半
島
で
生
産
さ
れ
て
い
る
多
種

多
様
な
花
を
知
っ
て
も
ら
う
た
め
、
毎
年
「
渥
美
半

島
の
花
と
鉢
花
」
を
選
定
し
、
そ
の
ポ
ス
タ
ー
を
市

内
の
各
施
設
で
掲
示
・
配
布
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
そ
の
月
の
鉢
花
を
、
市
役
所
庁
舎
内
を
は

じ
め
、
三
河
田
原
駅

や
道
の
駅
、
サ
ン
テ

パ
ル
ク
た
は
ら
、
渥

美
病
院
な
ど
で
展
示

し
て
い
ま
す
。
渥
美

半
島
で
生
産
さ
れ
て

い
る
有
名
な
鉢
花
か

ら
、
ち
ょ
っ
と
珍
し

い
鉢
花
ま
で
、
た
く

▲「渥美半島の花と鉢花」のポスター
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［田原市調べ］

（ｔ）

田原市のごみの現状をみなさんにお知らせしていきます。

●市内のもやせるごみ発生量

炭生館計画予定量 1,300ｔ/月

H28年度 1月
H29年度 1月

H28年度 2月
H29年度 2月

H28年度 3月
H29年度 3月

1,161.25

1,086.53

1,381.32

1,336.84

［田原市調べ］

水辺で過ごす機会の多い時期になります。川をきれいに保ちましょう。

●市内５河川の水質検査結果

BＯＤ（㎎/ℓ）

H29 3月 5月 7月 11月 H30 1月 3月

汐川環境基準（目標）
8㎎/ℓ以下

汐川
蜆川
今池川
免々田川
天白川

9月

1,305.49

1,451.08

　今年も、夏がすぐそこまで来ています。夏の暑い日を皆さんはどのように過ごしますか。エアコンを
つける？扇風機をつける？うちわで扇ぐ？はたまた我慢する…？
　エアコンをつけると部屋の中は涼しくなりますが、その代わりに、室外機からは熱が放出されてしま
い、家の外は逆に暑くなってしまいます。
　また、エアコンはエネルギーもたくさん消費するため、電気代がかかるだけでなく、二酸化炭素など
の温室効果ガスの排出量が増え、地球温暖化の原因にもなってしまいます。
　そこで注目されるのが緑のカーテンです。
　緑のカーテンを窓際に設置すると、夏の強い日差しを遮り、
涼しい風を部屋の中に呼び込んでくれます。
　また、壁面緑化の効果で建物自体の温度上昇を抑えてくれま
す。こうして涼しくなれば、エアコンの使用時間が減り、家計
にも地球にも優しく、一石二鳥です。
　みんなで緑のカーテンを作って、地球に優しく、快適な夏を
過ごしましょう。

【ゴーヤの種を無料配布します】
　緑のカーテンを設置したい方に、無料でゴーヤの種を配布します。詳細は下記の通りです。
▶対象：「たはらエコチャレンジ宣言」に登録されている方で、市内の住宅や事業所に緑のカーテンを設
　　　　置される方　※「たはらエコチャレンジ宣言」の登録は、環境政策課にて随時受け付けています。
▶配布数：100 袋（先着順）
▶配布期間：5 月１日（火）～ 31 日（木）の平日業務時間内
▶配布場所：市役所環境政策課（南庁舎 2 階）
▶問い合わせ先：環境政策課　☎ 23-3541

1003694

〈夏に向けて緑のカーテンを作ろう〉

▲衣笠市民館の緑のカーテン

平成30年5月  広報たはら │    │32



中央図書館  ☎23‐4946   　 tosho@city.tahara.aichi.jp
http://www2.city.tahara.aichi.jp/section/library/

よ  く  よ  む

図書館休館日
  5月▶1日火、7日月、11日金、14日月
　　　 21日月、28日月
  ６月▶４日月、８日金、11日月、1８日月
　　　 2５日月

◎オムニバスCDコーナー始めました！

　「いろいろなアーティストの曲が入っているCDは
ありますか？」そんな問い合わせが時々あります。そ
こで、異なるアーティストの歌や演奏を集めたアルバ
ム「オムニバスCDコーナー」を中央図書館、渥美図書
館で新たに始めました。
　ジャンルは日本の
ポップス（邦楽）、外国
の ポ ッ プ ス（ 洋 楽 ）、
ジャズの3つです。CD
の背の部分に、中央図
書館は黄緑色、渥美図
書館は黄色のシールが
貼ってあるのが目印で
す。ぜひ、ご利用くださ
い。
　資料検索システムで
タイトルに「オムニバ
ス」と入力するとこれ
らのCDを検索するこ
ともできます。
　ちなみに「オムニバ
ス（omunibus）」とは、
元はラテン語で「万人
のための」という意味でしたが、そこから派生して「乗
合自動車」のことを指すようになったのだそうです。

（『広辞苑第７版』813.1/ｺ/より）

さまざまな疑問・質問に司書がお答えするコーナーです。

Ｑ．お店で使えて、人目を引くような、センスの良
いＰ

ポ ッ プ
ＯＰの書き方を知りたい。

◎調べるキーワード
「広告」「デザイン	」「ＰＯＰ」
A．ＰＯＰは商品を
紹介するもので、
広 告 の 一 種とい
えます。最初に広
告の本棚を調べる
と、関連の本が多
数あり、目的に応じ
た本を選ぶことが
できます。
　また、センスの感覚は人それぞれなので、難しい
のですが、デザインの本棚に配色の本などもある
ので、参考にして下さい。

◎調べた本
『POPの教科書』　山口茂/著　すばる舎
６７４.５３/ﾔ
『使える！色彩の教科書』　芳原信/著　洋泉社　
757.3/ﾖ

▲オムニバスCDコーナー
　（中央図書館[黄緑色のシール]）

▲オムニバスCDコーナー
　（渥美図書館[黄色のシール]）

●中央図書館
　一　般▶5月12日土～6月7日木		 「いつか行く、
   全力旅計画」
　子ども▶5月12日土～7月12日木	「あつまれ！
   むしのパラダイス」
●赤羽根図書館
　一　般▶5月12日土～6月7日木	 「癒しの時間」
　子ども▶5月12日土～6月7日木	 「たのしいこと♪」

●渥美図書館
　一　般▶5月12日土～6月7日木	 「母」
　子ども▶5月12日土～6月7日木	 「みどりいろいろ」

『こんなところにいたの？』
ネイチャー＆サイエンス/編　林良博
/監修　誠文堂新光社　481.78/ｺ

周囲の風景に溶け込んで、相手を
だます「カモフラージュ作戦」をとる
生き物を、皆さんは見破ることがで
きるでしょうか？

『日本の給料＆職業図鑑
  業界別ビジネスマンＳｐｅｃｉａｌ』
給料ＢＡＮＫ/著　宝島社　366.29/ｷ

好評を博したシリーズの第４弾。
気になるあの仕事のお給料まで載って
いるので、中高生の仕事選びにもオス
スメです。
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端た
ん
ご午
の
節
句

　
５
月
５
日
は
、
皆
さ
ん
ご
存
じ
の
「
端

午
の
節
句
」
で
す
。
現
在
で
は
、
こ
の

日
を
端
午
の
節
句
と
い
う
人
は
少
な
く

な
り
、
国
民
の
祝
日
と
し
て
の
「
こ
ど

も
の
日
」
と
呼
ぶ
こ
と
が
多
く
な
り
ま

し
た
。
ち
な
み
に
、
こ
の
日
が
祝
日
に

な
っ
た
の
は
、
今
か
ら
70
年
前
の
昭
和
23

（
１
９
４
８
）
年
で
し
た
。

　
さ
て
、
日
本
で
は
、
季
節
の
変
わ
り
目

ご
と
に
５
つ
の
節
句
が
設
け
ら
れ
、
そ
の

節
目
に
五ご
こ
く
ほ
う
じ
ょ
う

穀
豊
穣
や
無
病
息
災
、
子
孫
繁

栄
な
ど
を
祈
り
、
神
様
へ
お
供
え
物
を
し

た
り
、
邪
気
を
は
ら
っ
た
り
す
る
行
事
を

し
て
い
ま
し
た
。
五
節
句
と
は
、
１
月
７

日
人じ
ん
じ
つ日
の
節
句
（
七
草
の
節
句
）、
３
月

３
日
上じ
ょ
う
し巳
の
節
句
（
桃
の
節
句
）、
５
月

５
日
端
午
の
節
句
（
菖
蒲
の
節
句
）、
７

月
７
日
七し
ち
せ
き夕
の
節
句
（
笹
の
節
句
）、
９

月
９
日
重ち
ょ
う
よ
う
陽
の
節
句
（
菊
の
節
句
）
で
、

元
は
唐
の
時
代
の
中
国
か
ら
伝
わ
っ
て
き

た
も
の
で
し
た
。

　
そ
ん
な
節
句
行
事
の
一
つ
で
あ
る
端
午

の
節
句
の
歴
史
は
古
く
、古
代
中
国
で
は
、

こ
の
日
を
悪あ
く
に
ち日
と
し
て
災
厄
や
病
魔
を
は

ら
う
た
め
の
行
事
が
行
わ
れ
て
い
ま
し

た
。
こ
う
し
た
風
習
が
奈
良
時
代
に
わ
が

国
に
伝
わ
り
、
平
安
時
代
に
は
、
天
皇
を

交
え
た
「
菖し
ょ
う
ぶ
ざ
け

蒲
酒
の
宴う
た
げ」
が
催
さ
れ
、
群

臣
に
は
「
薬く

す
だ
ま玉
」、
天
皇
に
は
「
粽ち
ま
き」
が

献
じ
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
し

て
群
臣
た
ち
に
は
、
こ
の
日
、
菖
蒲
が
つ

け
ら
れ
た
冠
を
か
ぶ
る
と
い
う
習
わ
し
が

あ
っ
た
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
菖

蒲
が
薬
草
と
し

て
香
り
が
強

く
、
そ
の
香
り

に
よ
り
邪
気
を

は
ら
う
も
の
と

さ
れ
て
き
た
か

ら
で
し
た
。
私
も
子
ど
も
の
頃
に
お
風
呂

で
菖
蒲
を
頭
に
巻
い
た
記
憶
が
あ
り
ま
す

が
、
こ
れ
は
こ
の
習
わ
し
に
由
来
す
る
も

の
で
あ
っ
た
の
で
す
。
そ
の
後
、
鎌
倉
時

代
に
な
る
と
武
家
社
会
の
間
で
も
菖
蒲
が

「
尚し
ょ
う
ぶ武
（
武
道
・
武
勇
を
重
ん
じ
る
こ
と
）」

に
通
じ
る
こ
と
か
ら
こ
の
行
事
は
尊
ば
れ

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
江
戸
時
代
と
な

り
、
武
家
社
会
が
成
熟
す
る
と
５
月
５
日

を
男
子
の
節
句
と
し
、
の
ぼ
り
や
鎧
よ
ろ
い
か
ぶ
と
兜
、

武
者
人
形
な
ど
が
男
の
子
の
い
る
家
々
で

飾
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
さ
ら
に

明
治
時
代
以
降
に
は
、
こ
う
し
た
習
慣
が

一
般
の
家
庭
で
も
盛
ん
に
行
わ
れ
る
よ
う

に
な
り
、
絵
の
ぼ
り
や
鯉
の
ぼ
り
、
祝
凧

が
あ
げ
ら
れ
、
粽
や
柏
餅
な
ど
の
贈
答
が

行
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
東
三
河
地
方
か
ら
静
岡
県
、
神

奈
川
県
に
か
け
て
の
地
域
で
は
、
端
午
の

節
句
の
こ
ろ
に
凧
揚
げ
を
し
て
子
ど
も
の

誕
生
を
祝
う
「
初
凧
」
と
い
う
行
事
が
あ

り
ま
す
。
本
市
内
に
お
い
て
も
こ
の
頃

に
な
る
と

初
節
句
を

迎
え
る
男

の
子
の
健

や
か
な
成

長
を
願
っ

て
大
き
な

絵
凧
を
揚

げ
て
お
祝

い
を
す
る

風
習
が
あ

り
、
昭
和
の
初
め
ご
ろ
ま
で
は
、
旧
泉
村

を
中
心
と
す
る
石
神
、
伊
川
津
、
江
比
間

や
野
田
、
赤
羽
根
、
田
原
地
区
な
ど
で
も

盛
ん
に
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
現
在
、
田
原
市
無
形
民
俗
文
化
財
に
指

定
さ
れ
て
い
る「
田
原
凧
け
ん
か
凧
合
戦・

初
凧
」
は
、
こ
の
よ
う
な
風
俗
習
慣
に
よ

る
も
の
で
す
。

　
今
年
の
「
田
原
凧
ま
つ
り
」
は
、
５
月

26
日
（
土
）「
初
凧
祈
願
祭・初
凧
揚
げ
」、

27
日
（
日
）「
け
ん
か
凧
合
戦
」
の
日
程

で
開
催
さ
れ
ま
す
。
皆
さ
ん
も
訪
れ
て
み

て
は
い
か
が
で
す
か
。　
　
　
　
（
天
野
）

出
典

◦「
初
凧
」「
鯉
の
ぼ
り
」　
松
下
石
人
著

『
三
州
奥
郡
産
育
風
俗
図
絵
』（
昭
和
12
年

原
本
発
行
）　
国
書
刊
行
会
復
刻
本
よ
り

▲鯉のぼり

▲初凧

◦初凧揚げ（撮影年・場所不明　個人蔵）
　※ネガに汚れあり
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広報秘書課 ☎２2-0138

ティーズチャンネルで放送中
デジタル

ch12 放送日 内　容

～５/10木
道の駅	田原めっくんはうす
グランドオープン
戦没者追悼式

５/10木～５/24木
サンテパルクたはら農業祭
童浦小学校茶摘み

５/24木～６/7木
農業体験「田植え」
歯の健康フェスティバル

1001689

◦たはら市政番組のバックナンバーは
　　　　　インターネットでも視聴可能です！

◦街角ネットたはら

毎日６回放送
①7：20	②12：20	③15：20	④18：20	⑤22：20	⑥24：20
※天候などにより、内容を変更する場合があります。

※この番組表は有料広告として掲載しています。
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お山を作る自分の姿を力強く描くことが
できたね。

絵の具を塗るところが難し
かったよ。

え　　　 ぐ　　　 ぬ　　　　　　　　　　　むずか

やま　　 つく　　　じ  ぶん　　すがた   ちからづよ　　 か

評いろいろな模様でこいのぼりができた
ね。

も  よう

評

六連保育園

磯田真凛ちゃん（5歳）

六連保育園

清水陽太くん（5歳）

腕の位置をいろいろと試
して、きねでおもちをつ
いている様子を力強く表
すことができました。

評楽器の迫力を出すために
構図を工夫し、顔や指先
も丁寧に彫り込み、柔ら
かさが表現できました。

評 福江中学校1年

伊藤葉祐くん

亀山小学校3年

杉浦蓮緒奈さん
れ    お　　な

版画

友達とお山を作ったよ。
とも だち　　　　 やま　　 つく

彦坂里佳
先生

よう　 すけ

よう　 た

版画

 ま　　りん

※3月に亀山小学校を卒業しました。

▼
三
河
田
原
駅
は
渥
美
線
の
始
発

駅
で
す
。こ
こ
か
ら
志
を
持
ち
旅
立

つ
若
者
へ
、い
つ
か
大
き
く
な
っ
て

帰
っ
て
き
て
ね
と
背
中
に
そ
っ
と

エ
ー
ル
を
送
り
ま
し
た
。（
Ｓ・Ｈ
）

【
表
紙
の
写
真
】三
河
田
原
駅
の
ホ
ー
ム

本誌は再生紙を使用しています。

●人口と世帯数（平成30年4月1日現在）

●行政面積

（平成27年3月1日現在・国土地理院調べ）
１91.12km2

出生 36人 死亡 74人

転入 270人 転出 462人

増減 -230人

総人口 62,841人

男性 31,791人

女性 31,050人

世帯数 22,379世帯

※増減は3月中です

今月　納税・使用料の

固定資産税・都市計画税
（前期・第１期分）

納期限

軽自動車税
（全期分）

木5月31日

水道メーターの周りは、いつもきれいにしましょう。

（%）総貯水量：51,820千㎥

宇連ダム・大島ダム・
調整池の貯水率

貯水率

98.7%
（51,160千㎥）

平成30年4月20日現在 ［水資源機構調べ］

◦
編

集
・

発
行

／
田

原
市

役
所

企
画

部
広

報
秘

書
課

◦
電

話
／

0531 -22 -1111（
代

表
）

◦
E

メ
ー

ル
／

koho@
city.tahara.aichi.jp

N
o.832  平

成
30年

5月
号
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